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第13章 準備書記載事項の修正の概要 

「環境影響評価法」第20条第１項の規定及び「電気事業法」第46条の13の規定に基づく準備

書についての鹿児島県知事意見を勘案し、「電気事業法」第46条の14第１項の規定に基づく準

備書についての経済産業大臣の勧告を踏まえ、準備書の記載内容について検討を加え、その記

載事項を修正した。 

修正の概要は、第13-１表のとおりである。 

 

第13-1表(1) 準備書記載事項の修正の概要 

項目 
評価書 

記載頁 
修正内容 修正の理由 

全般 － 図中の対象事業実施区域及び風力発電

機の位置を修正した。 

事業計画の見

直しによる。 

第１章 事業者の名称、代表者の氏名

及び主たる事務所の所在地 

1－1 主たる事務所の所在地を修正した。 事務所の移転

による。 

第２章 対象事業の目的及び内容 

2.1 対象事業の目的 

2.1.1 目的 

2－1 「エネルギー基本計画」及び「鹿児島県

再生可能エネルギー導入ビジョン」の内

容を最新の情報に修正した。 

より適切な記

載とした。 

2.2 対象事業の内容 

2.2.3 特定対象事業により設置され

る発電所の出力 

2－2 風力発電所の出力を77,400kW（※最大

72,000kW）に修正した。 

注釈として「風力発電所の最大出力及び

風力発電機の基数は、準備書からの変更

なし。」を追記した 

より詳細な記

載とした。 

2.2.4 対象事業実施区域 2－2 対象事業実施区域の面積を修正した。 事業計画の見

直しによる。 

2.2.5 特定対象事業の主要設備の配

置計画その他の土地の利用に

関する事項 

（１）主要設備の配置計画 

2－6 対象事業実施区域及び改変範囲の面積

を修正した。 

事業計画の見

直しによる。 

第2.2-1表 2－6 対象事業実施区域及び改変範囲の面積

を修正した。 

事業計画の見

直しによる。 

（２）風力発電機の配置計画の検討と

対象事業実施区域の設定 

第2.2-2表 

2－6 評価書段階の対象事業実施区域の面積

を追記した。 

事業計画の見

直しによる。 

より詳細な記

載とした。 

第2.2-4図(2) 2－11 対象事業実施区域について準備書段階

と比較した図を追記した。 

より詳細な記

載とした。 

2.2.6 工事の実施に係る工法、期間

及び工程計画に関する事項 

（１）工事期間及び工事工程 

① 工事期間 

2－12 工事期間を修正した。 事業計画の見

直しによる。 

② 工事工程 

第2.2-3表 

2－12 工事工程を修正した。 

注釈に、クマタカの事後調査結果による

工事工程の見直しの可能性を追記した。 

事業計画の見

直しによる。 

より詳細な記

載とした。 

（２）主要な工事の方法及び規模 

① 土木工事 

イ．造成工事・基礎工事 

第2.2-5図 

2－13 風力発電機設置のための作業ヤード

（例）を修正した。 

縮尺を追記した。 

事業計画の見

直しによる。 

より詳細な記

載とした。 

第2.2-6図 2－14 改変範囲を修正した。 事業計画の見

直しによる。 

第2.2-7図(1)～(8) 2－15～22 改変範囲を修正した。 事業計画の見

直しによる。 

第2.2-8図 2－23 工事用・管理用道路の断面図（例）を修

正した。 

事業計画の見

直しによる。 

第2.2-9図 2－24 土捨場の断面図（例）を修正した。 事業計画の見

直しによる。 
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第13-1表(2) 準備書記載事項の修正の概要 

項目 
評価書 

記載頁 
修正内容 修正の理由 

ロ．緑化計画 2－24、25 改変面積及び緑化対象面積を修正した。 

緑化の考え方について追記した。 

事業計画の見

直しによる。 

より詳細な記

載とした。 

第2.2-4表 2－24 拡幅の可能性がある既設道路の法面及

び土地の造成を伴わない樹木の伐採範

囲を追記し、改変面積を修正した。 

事業計画の見

直しによる。 

より詳細な記

載とした。 

（５）工事用資材等の運搬の方法及び

規模 

2－25 工事用資材等の搬出入として使用する

道路及び風力発電機の輸送経路として

使用する道路の名称を追記した。 

より詳細な記

載とした。 

第2.2-5表 2－25 工事関係車両の台数（最大）を修正した。 事業計画の見

直しによる。 

第2.2-10図 2－26 縮尺を修正した。 

川内港付近の風力発電機の輸送経路を

修正した。 

風力発電機の輸送経路として使用する

道路の名称を追記した。 

積替場の位置を追記した。 

より詳細な記

載とした。 

事業計画の見

直しによる。 

（６）土地使用面積 

第2.2-6表 

2－28 拡幅の可能性がある既設道路及び土地

の造成を伴わない樹木の伐採範囲を追

記し、面積の内訳を修正した。 

事業計画の見

直しによる。 

より詳細な記

載とした。 

（７）騒音及び振動の主要な発生源と

なる機器の種類及び容量 

第2.2-7表 

2－28 工事中の騒音及び振動の主要な発生源

となる建設機械の種類と容量を修正し

た。 

事業計画の見

直しによる。 

（８）工事中の排水に関する事項 

① 雨水排水 

2－29 土捨場、工事用・管理用道路の雨水排水

対策を追記した。 

沈砂池の管理・監視の方法を追記した。 

より詳細な記

載とした。 

第2.2-12図 2－30 沈砂池の構造図に縮尺及びスケールを

追記した。 

より詳細な記

載とした。 

2.2.7 切土、盛土その他の土地の造

成に関する事項 

（２）切土、盛土に関する事項 

第2.2-8表 

2－31 掘削、盛土に関する計画土量を修正し

た。 

事業計画の見

直しによる。 

（３）樹木伐採の場所及び規模 2－31 樹木の伐採範囲の面積を修正し、保安林

に関する事前協議について追記した。 

事業計画の見

直しによる。 

より詳細な記

載とした。 

第2.2-13図(1)～(8) 2－32～39 樹木の伐採範囲を修正した。 事業計画の見

直しによる。 

（４）工事に伴う産業廃棄物の種類及

び量 

第2.2-9表 

2－40 工事に伴う産業廃棄物の量及び処理方

法等を修正した。 

事業計画の見

直しによる。 

2.2.8 土石の捨場又は採取場に関す

る事項 

（１）土捨場の場所及び量 

2－41 「残土の一部は対象事業実施区域に設

置する土捨場で処分するが、」を「残土の

一部は「第2.2-7図(2) 改変範囲図（詳

細）」に示す対象事業実施区域に設置す

る土捨場で処分するが、」に修正した。 

土捨場の崩壊・地すべり等の対策及び表

層の降雨対策並びに環境監視について

追記した。 

工事終了後の土捨場の活用について追

記した。 

より詳細な記

載とした。 

第2.2-10表 2－41 土捨場の面積及び容量を修正した。 事業計画の見

直しによる。 
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第 13-1 表(3) 準備書記載事項の修正の概要 

項目 
評価書 

記載頁 
修正内容 修正の理由 

2.2.9 供用開始後の定常状態におけ

る操業規模に関する事項 

（１）発電所の主要設備の概要 

第2.2-11表 

2－42 風力発電機の概要を修正した。 

定格回転数を追記した。 

事業計画の見

直しによる。 

第2.2-14図 2－43 ロータ直径、ハブ高さ及び高さを修正し

た。 

事業計画の見

直しによる。 

（２）主要な建物等 

② 送電設備 

第2.2-15図 

2－45 送電線ルートを修正した。 事業計画の見

直しによる。 

（３）風力発電機から発生する騒音に

関する事項 

① 騒音の風速別Ａ特性パワーレ

ベルについて 

第2.2-12表 

2－46 風力発電機の機種毎の騒音の風速別Ａ

特性パワーレベルを追記した。 

事業計画の見

直しによる。 

② 振幅変調音（スウィッシュ音）

について 

2－47 風力発電機の機種毎の騒音の振幅変調

音（スウィッシュ音）を修正した。 

事業計画の見

直しによる。 

第2.2-16図 2－47 風力発電機の機種毎の騒音測定結果（時

間変動）を追記した。 

事業計画の見

直しによる。 

③ 純音性成分について 2－48 増速機を使用しないダイレクトドライ

ブ型の風力発電機の採用について追記

した。 

風力発電機の機種毎の純音の可聴性

（Tonal Audibility）の結果の最大値及

び０デシベルを超える値が見られる理

由を追記した。 

事業計画の見

直しによる。 

第2.2-13表 2－48、49 表題を、「風速別の純音の可聴性」に修正

し、風力発電機の機種毎の風速別の純音

の可聴性を追記した。 

より適切な表

現とした。 

事業計画の見

直しによる。 

第2.2-17図 2－48、49 風力発電機の機種毎の発生する騒音の

FFT分析結果を追記した。 

注釈に測定距離を追記した。 

事業計画の見

直しによる。 

より詳細な記

載とした。 

2.2.10 温室効果ガス（二酸化炭素）

に関する事項 

2－50 項目のタイトルを修正した。 

工事中の温室効果ガス（二酸化炭素）の

排出削減対策について追記した。 

より適切な表

現とした。 

より詳細な記

載とした。 

第2.2-14表 2－50 樹木の伐採面積を見直し、最新の電気事

業者別排出係数を用いて、本事業に伴う

二酸化炭素排出削減量を修正した。 

事業計画の見

直しによる。 

2.2.11 その他の事項 

（１）対象事業実施区域周辺における

他の風力発電事業 

第2.2-15表 

2－51 計画中の（仮称）いちき串木野・薩摩川

内ウィンドファームの情報を、最新の情

報に更新した。 

撤去された羽島風力発電所の情報を削

除した。 

最寄りの風力発電機までの距離を追記

した。 

より適切な記

載とした。 

 

 

 

より詳細な記

載とした。 

第2.2-18図 2－52 計画中の（仮称）いちき串木野・薩摩川

内ウィンドファームの情報を、最新の情

報に更新し、凡例の色を修正した。 

撤去された羽島風力発電所の情報を削

除した。 

他の風力発電事業の最寄りの風力発電

機との距離を追記した。 

より適切な記

載とした。 
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第13-1表(4) 準備書記載事項の修正の概要 

項目 
評価書 

記載頁 
修正内容 修正の理由 

第３章 対象事業実施区域及びその

周囲の概況 

3.1 自然的状況 

3.1.1 大気環境の状況 

（２）大気質の状況 

第3.1-3表 

3－4 寄田局及び環境放射線監視センターの

廃止の情報を追記した。 

より適切な記

載とした。 

② 光化学オキシダント 3－7 令和４年度における光化学オキシダン

トの環境基準の達成状況を追記した。 

より詳細な記

載とした。 

3.1.2 水環境の状況 

（１）水象の状況 

3－15 河川名の荒川を荒川川に修正した。 誤記を修正し

た。 

第3.1-8図 3－16 河川名の荒川を荒川川に修正した。 誤記を修正し

た。 

3.1.5 動植物の生息又は生育、植生

及び生態系の状況 

（２）植物の生育の状況 

③ 植物の重要な種及び重要な植

物群落等の分布 

ロ．重要な植物群落 

3－55 文献名を修正した。 誤記を修正し

た。 

3.1.6 景観及び人と自然との触れ合

いの活動の場の状況 

（２）人と自然との触れ合いの活動の

場の状況 

第3.1-50表 

3－69 「サイクリングロード（甑島ルート）」を

追記した。 

より詳細な記

載とした。 

第3.1-31図 3－70 「サイクリングロード（甑島ルート）」を

追記した。 

より詳細な記

載とした。 

3.2 社会的状況 

3.2.5 学校、病院その他の環境の保

全についての配慮が特に必要

な施設の配置の状況及び住宅

の配置の概況 

（１）学校、病院その他の環境の保全

についての配慮が特に必要な

施設の状況 

3－90 対象事業実施区域から最も近い施設の

最寄り風力発電機からの距離を追記し

た。 

より詳細な記

載とした。 

第3.2-18表 3－90 最寄りの風力発電機から環境の保全に

ついての配慮が特に必要な施設までの

距離を追記した。 

より詳細な記

載とした。 

（２）住宅の配置の状況 

 

3－90 住宅の状況を最新の情報に更新した。 

風力発電機から最も近い住宅までの距

離を追記した。 

より適切な記

載とした。 

より詳細な記

載とした。 

第3.2-6図 3－91 住宅等の状況を最新の情報に更新した。 より適切な記

載とした。 

3.2.8 環境の保全を目的とする法令

等により指定された地域その

他の対象及び当該対象に係る

規制の内容その他の環境の保

全に関する施策の内容 

（１）公害関係法令等 

第3.2-25表 

3－98 該当地域を最新の情報に更新した。 より適切な記

載とした。 

第3.2-26表 3－100 環境基準を最新の情報に更新した。 より適切な記

載とした。 

第3.2-27表 3－101 環境基準を最新の情報に更新した。 より適切な記

載とした。 

第3.2-29表 3－104 環境基準を最新の情報に更新した。 より適切な記

載とした。 
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第13-1表(5) 準備書記載事項の修正の概要 

項目 
評価書 

記載頁 
修正内容 修正の理由 

第3.2-37表 3－114 振動の規制に関する基準を、最新の情報

に更新した。 

より適切な記

載とした。 

チ．残土 3－119 残土に係る法律を追記した。 より適切な記

載とした。 

第3.2-40表 3－120 盛土規制法の規制の対象行為と必要な

手続きを追記した。 

より適切な記

載とした。 

第3.2-15図 3－121 盛土規制法に基づく規制区域を追記し

た。 

より適切な記

載とした。 

（２）自然関係法令等 

④ 景観保全関係 

3－133 鹿児島県の景観行政団体に関する表記

を修正した。 

より適切な記

載とした。 

⑤ 国土防災関係 

第3.2-18図 

3－135 国有林の情報を反映した。 

保安林の情報を修正した。 

より適切な記

載とした。 

誤記を修正し

た。 

第3.2-19図(1) 3－136 砂防指定地及び土砂災害警戒区域等に

ついて、最新の情報に更新した。また、

文献情報（鹿児島県オープンデータカタ

ログサイト）を追記した。 

凡例を最新の情報に更新した。 

より適切な記

載とした。 

第3.2-20図（3） 3－138 保安林、国土防災に係る指定地等をまと

めた図面を追記した。 

より詳細な記

載とした。 

第８章 環境影響評価の項目並びに

調査、予測及び評価の手法 

8.1 環境影響評価項目の選定 

8.1.1 環境影響評価の項目 

（２）主な地域特性 

① 大気環境 

8－2 気象の特性を追記した。 

光化学オキシダントの情報を追記した。 

より詳細な記

載とした。 

第8.1-2表 8－5 低周波音（超低周波音を含む）の施設の

稼働に係る網掛けを削除した。 

より適切な表

現とした。 

8.1.3 累積的影響に係る環境影響評

価の項目の選定 

8－9～13 累積的影響に係る環境影響評価の項目

の選定を追記した。 

より詳細な記

載とした。 

8.2 調査、予測及び評価の手法の選

定 

8.2.2 調査、予測及び評価の手法の

選定の理由 

8－14 計画中の風力発電所との累積的な影響

評価の項目を追記した。 

累積的な影響を行う際に使用した情報

を追記した。 

より詳細な記

載とした。 

（１）専門家等の意見の概要 

第8.2-1表 

8－15～18 聞き取りを実施した専門家をそれぞれ

個人識別するためにアルファベットを

追記した。 

より詳細な記

載とした。 

8.2.1 調査、予測及び評価の手法 

第8.2-2表(2) 

8－20 「調査期間等」の気象及び交通量に係る

文献調査の具体的な年度を記載した。 

より詳細な記

載とした。 

第8.2-2表(3) 8－21 「予測の基本的な手法」に累積的な影響

を追記した。 

より適切な記

載とした。 

第8.2-2表(4) 8－22 「調査期間等」の気象に係る文献調査の

具体的な年度を記載した。 

より詳細な記

載とした。 

第8.2-2表(7) 8－25 「調査期間等」の気象及び交通量に係る

文献調査の具体的な年度を記載した。 

「予測の基本的な手法」に累積的な影響

を追記した。 

より詳細な記

載とした。 

より適切な記

載とした。 

第8.2-2表(10) 8－28 「調査期間等」の気象に係る文献調査の

具体的な年度を記載した。 

より詳細な記

載とした。 

第8.2-1図(1) 8－29 住宅等の状況を最新の情報に更新した。 

他事業の風力発電機（環境影響評価手続

き中）の情報を追記した。 

より適切な記

載とした。 

第8.2-2表(11) 8－31 道路交通騒音の状況の等価騒音レベル

の測定において準拠したJISの表記に発

行年を追記した。 

より詳細な記

載とした。 
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第 13-1 表(6) 準備書記載事項の修正の概要 

項目 
評価書 

記載頁 
修正内容 修正の理由 

第8.2-2表(12) 8－32 「予測の基本的な手法」に累積的な影響

を追記した。 

より適切な記

載とした。 

第8.2-2表(13) 8－33 予測地点を１地点追加したことに伴

い、「予測地点」の表記を修正した。 

より適切な記

載とした。 

第8.2-2表(14) 8－34 騒音の状況の等価騒音レベルの測定に

おいて準拠したJISの表記に発行年を追

記した。 

転居により最寄りの民家が変わったた

め、調査地点を変更し、新たに最寄りの

民家となった環境６の調査期間を追記

した。 

より詳細な記

載とした。 

 

より適切な記

載とした。 

第8.2-2表(15) 8－35 転居により最寄りの民家が変わったた

め、「予測地点」の表記を修正した。 

より適切な記

載とした。 

第8.2-2表(16) 8－36 転居により最寄りの民家が変わったた

め、調査地点を変更した。 

より適切な記

載とした。 

第8.2-2表(17) 8－37 新たに最寄りの民家となった環境６の

調査期間を追加した。 

転居により最寄りの民家が変わったた

め、「予測地点」の表記を修正した。 

予測の基本的な手法について、「音の伝

搬理論に基づき、予測地点における騒音

レベルの予測計算を行った。」を「音源の

配置、形状及びＡ特性パワーレベルを設

定し、ISO 9613-2:1996に基づき音の減衰

を考慮して予測地点における風力発電

機寄与値を算出した。」に修正した。 

より適切な記

載とした。 

第8.2-2表(18) 8－38 転居により最寄りの民家が変わったた

め、調査地点を変更し、新たに最寄りの

民家となった環境６の調査期間を追記

した。 

より適切な記

載とした。 

第8.2-2表(19) 8－39 転居により最寄りの民家が変わったた

め、「予測地点」の表記を修正した。 

評価の手法の超低周波音の心理的・生理

的影響の評価レベルのISOの表記に発行

年を追記した。 

より適切な記

載とした。 

より詳細な記

載とした。 

第8.2-2表(23) 8－43 転居により最寄りの民家が変わったた

め、調査地点を変更し、新たに最寄りの

民家となった環境６の調査期間を追加

した。 

より適切な記

載とした。 

第8.2-2表(24) 8－44 転居により最寄りの民家が変わったた

め、「予測地点」の表記を修正した。 

より適切な記

載とした。 

第8.2-1図(2) 8－45 住宅等の状況を最新の情報に更新した。 

新たな予測地点「道路1′」を追記した。 

他事業の風力発電機（環境影響評価手続

き中）の情報を追記した。 

より適切な記

載とした。 

第8.2-1図(3) 8－46 住宅等の状況を最新の情報に更新した。 

新たに最寄りの民家となった環境６の

位置を修正した。 

他事業の風力発電機（環境影響評価手続

き中）の情報を更新した。 

可視領域の情報を更新した。 

より適切な記

載とした。 

事業計画の見

直しによる。 

第8.2-4表 8－47 新たな予測地点「道路1′」及び「環境6」

を追記した。 

より適切な記

載とした。 

第8.2-5表(1) 8－48 土質の状況の濁水中の浮遊物質量の測

定において準拠したJISの表記に発行年

を追記した。 

より詳細な記

載とした。 
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第13-1表(7) 準備書記載事項の修正の概要 

項目 
評価書 

記載頁 
修正内容 修正の理由 

第8.2-5表(1)、(2) 8－48、49 土捨場の計画を変更したため、土捨場下

流に位置するため池の調査及び予測を

実施し、その情報を追記した。 

事業計画の見

直しによる。 

第8.2-5表(2) 8－49 「予測の基本的な手法」の降雨条件を修

正した。 

より適切な記

載とした。 

第8.2-2図 8－51 新たな調査地点「T1」を追記した。 より適切な記

載とした。 

第8.2-6表 8－52 調査地点の設定根拠に河川名を追記し

た。 

新たな調査地点「T1」を追記した。 

より適切な記

載とした。 

第8.2-8表(1) 8－53 風力発電機配置変更後に指針値を超え

ると予測される住宅に対する調査期間

を追記した。 

より適切な記

載とした。 

第8.2-3図 8－55 住宅等の状況を最新の情報に更新した。 

他事業の風力発電機（環境影響評価手続

き中）の情報を更新した。 

より適切な記

載とした。 

第8.2-9表(4)～(6) 8－59～61 準備書以降に追加調査を実施した情報

を追記した。 

より適切な記

載とした。 

第8.2-4図(1)、(6)～(9) 8－64、 

69～72 

準備書以降に追加調査を実施した情報

を追記した。 

より適切な記

載とした。 

第8.2-4図(3)～(5) 8－66～68 他事業の風力発電機（環境影響評価手続

き中）の情報を更新した。 

より適切な記

載とした。 

第8.2-4図(5) 8－68 MS5、6からの視野範囲を修正した。 誤記を修正し

た。 

第8.2-4図(6)、(8) 8－69、71 対象事業実施区域及びその周辺の河川

及び沢、渓流の位置を追記した。 

より詳細な記

載とした。 

第8.2-18表 8－79 対象事業実施区域内外の区分及び準備

書以降に追加調査を実施したW13～17を

追記した。 

より適切な記

載とした。 

第8.2-20表(2) 8－81 準備書以降に追加調査を実施した情報

を追記した。 

より適切な記

載とした。 

第8.2-5図 8－82 準備書以降に追加調査を実施した情報

を追記した。 

より適切な記

載とした。 

第8.2-21表(1)、(3)、(5) 

第8.2-22表 

8－83、85、87 

8－88 

準備書以降に実施した営巣木踏査の情

報を追記した。 

より適切な記

載とした。 

第8.2-6図(1)～(8) 8－89～96 他事業の風力発電機（環境影響評価手続

き中）の情報を更新した。 

より適切な記

載とした。 

第8.2-6図(6) 8－94 準備書以降に実施した営巣木踏査の情

報を追記した。 

より適切な記

載とした。 

第8.2-29表(1) 8－102 「調査地域」を風力発電機から約9.5km

の範囲に修正した。 

主要な眺望点を11地点に修正した。 

事業計画の見

直しによる。 

第8.2-29表(2) 8－103 「評価の手法」に「鹿児島県風力発電施

設の建設等に関する景観形成ガイドラ

イン」（鹿児島県、平成22年）との整合に

ついて追記した。 

より適切な記

載とした。 

第8.2-7図 8－104 他事業の風力発電機（環境影響評価手続

き中）の情報を更新した。 

垂直視角１度以上で視認できる可能性

のある範囲を約9.5kmの範囲に修正し

た。 

主要な眺望点及び可視領域を修正した。 

より適切な記

載とした。 

事業計画の見

直しによる。 

第8.2-30表 8－105 主要な眺望点を修正した。 事業計画の見

直しによる。 

第8.2-31表(2) 8－107 「予測の基本的な手法」に累積的な影響

を追記した。 

より適切な記

載とした。 
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第13-1表(8) 準備書記載事項の修正の概要 

項目 
評価書 

記載頁 
修正内容 修正の理由 

第10章 環境影響評価の結果 

10.1 調査結果の概要並びに予測及

び評価の結果 

10.1.1 大気環境 

（１）大気質 

① 調査結果の概要 

イ．気象の状況 

（ロ）現地調査 

ｄ．調査方法 

10.1.1－9 日射量・放射収支量の観測が気象・大気

質調査地点（一般）１地点であることを

追記した。 

より詳細な記

載とした。 

 

第10.1.1-2図 10.1.1－10 住宅等の状況を最新の情報に更新した。 

他事業の風力発電機（環境影響評価手続

き中）の情報を追記した。 

より適切な記

載とした。 

ｅ．調査結果 

（ｃ）大気安定度 

10.1.1－22 大気安定度の出現頻度について、中立の

記載を修正、やや不安定の記載を追記し

た。 

より詳細な記

載とした。 

 

第10.1.1-9表 10.1.1－22 大気安定度の分類を修正した。 誤記を修正し

た。 

 

ニ．道路交通量に係る状況 

（ロ）現地調査 

ｅ．調査結果 

10.1.1－29 注釈の「昼間及び夜間の交通量は「令和

3年度全国道路・街路交通情勢調査 箇

所別基本表」（国土交通省、令和5年）の

時間帯区分における往復交通量を示

す。」を削除した。 

誤記を修正し

た。 

 

② 予測及び評価の結果 

イ．工事の実施 

（イ）工事用資材等の搬出入 

ａ．環境保全措置 

10.1.1－32 タイヤ洗浄水の処理について追記した。 より適切な記

載とした。 

ｂ．窒素酸化物の予測 

（ｃ）予測対象時期 

10.1.1－32 予測対象時期を修正した。 事業計画の見

直しによる。 

第10.1.1-6図 10.1.1－33 工事関係車両による窒素酸化物の月別

排出量及び最大排出月を修正した。 

事業計画の見

直しによる。 

（ｄ）予測手法 

第10.1.1-7図 

10.1.1－33 累積的な影響を追記した。 より適切な記

載とした。 

ⅰ．計算式 

（ⅰ）拡散計算式 

ⅱ）無風・弱風時（風速1.0ｍ

/ｓ未満） 

10.1.1－34 

 

予測式の字体をイタリック体に修正し

た。 

インデントを修正した。 

無風・弱風時の濃度計算式の記号の説明

において、W以外の記号の単位を追記し

た。 

より適切な記

載とした。 

ⅲ）年平均濃度の計算 10.1.1－35 Catの計算式について、[ ]の位置を修

正した。 

誤記を修正し

た。 

ⅱ．予測条件 

（ⅰ）煙源及び台数の諸元 

ⅰ）交通量 

10.1.1－36 本事業の工事関係車両の台数を修正し

た。 

累積的な影響に係る工事関係車両の台

数を追記した。 

事業計画の見

直しによる。 

より適切な記

載とした。 

ⅲ）大気汚染物質の排出量 

第10.1.1-17表 

10.1.1－37 最新の車種別排出係数に更新した。 より適切な記

載とした。 

（ｅ）予測結果 

ⅰ．本事業 

10.1.1－38 事業計画の見直しに伴う再予測を行い、

予測結果を更新した。 

事業計画の見

直しによる。 

ⅱ．累積的な影響 10.1.1－39 累積的な影響を追記した。 より適切な記

載とした。 

ｃ．粉じん等の予測 

（ｃ）予測対象時期 

10.1.1－40 沿道２の工事関係車両を生コン打設等

に修正した。 

事業計画の見

直しによる。 

第10.1.1-8図 10.1.1－40 工事関係車両の月別日最大交通量及び

予測対象時期を修正した。 

事業計画の見

直しによる。 
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第13-1表(9) 準備書記載事項の修正の概要 

項目 
評価書 

記載頁 
修正内容 修正の理由 

（ｄ）予測手法 

第10.1.1-9図 

10.1.1－41 累積的な影響を追記した。 より適切な記

載とした。 

ⅱ．予測条件 

（ⅰ）交通量及び降下ばいじん

の諸元 

ⅰ）交通量 

第10.1.1-22表 

10.1.1－42 事業計画の見直しに伴う日平均交通量

を更新した。 

累積的な影響予測のための日平均交通

量を追記した。 

事業計画の見

直しによる。 

累積的な影響

を追加した。 

（ｅ）予測結果 

ⅰ．本事業 

10.1.1－44 事業計画の見直しに伴う再予測を行い、

予測結果を更新した。 

事業計画の見

直しによる。 

ⅱ．累積的な影響 10.1.1－44 累積的な影響を追記した。 より適切な記

載とした。 

ｄ．評価の結果 

（ａ）環境影響の回避・低減に関

する評価 

10.1.1－45 環境保全措置にタイヤ洗浄水の処理に

ついて追記した。 

事業計画の見直しに伴う再予測を行い、

予測結果を更新した。 

累積的な影響を追記した。 

より適切な記

載とした。 

事業計画の見

直しによる。 

（ｂ）環境保全の基準等との整合

性 

10.1.1－45 累積的な影響を追記した。 より適切な記

載とした。 

（ロ）建設機械の稼働 

ｂ．窒素酸化物の予測 

（ｂ）予測地点 

第10.1.1-12図 

10.1.1－46、

47 

住宅等の状況を最新の情報に更新した。 

新たに最寄りの民家となった環境６の

位置を修正した。 

より適切な記

載とした。 

事業計画の見

直しによる。 

第10.1.1-13図(1)、(2) 10.1.1－48、

49 

予測地点の詳細図を追記した。 より詳細な記

載とした。 

第10.1.1-27表 10.1.1－46、

50 

予測地点の設定根拠を追記した。 より詳細な記

載とした。 

 

（ｃ）予測対象時期 

第10.1.1-11図 

10.1.1－46 建設機械の稼働による窒素酸化物の月

別排出量を修正した。 

事業計画の見

直しによる。 

ⅱ．予測条件 

（ⅰ）煙源の諸元 

ⅰ）建設機械排ガス排出量の

設定 

10.1.1－56 定格出力及び負荷率を設定した文献を

最新の情報に更新した。 

より適切な記

載とした。 

第10.1.1-34表 10.1.1－57 事業計画の見直しに伴う建設機械の窒

素酸化物の排出量を更新した。 

事業計画の見

直しによる。 

第10.1.1-35表 10.1.1－57 事業計画の見直しに伴う建設機械の稼

働による窒素酸化物の月別日排出量を

更新した。 

事業計画の見

直しによる。 

（ｅ）予測結果 10.1.1－60～

66 

事業計画の見直しに伴う再予測を行い、

予測結果を更新した。 

事業計画の見

直しによる。 

ｃ．粉じん等の予測 

（ｃ）予測対象時期 

第10.1.1-16図 

10.1.1－67 建設機械の稼働による粉じん等の月別

排出量の図を追記した。 

より詳細な記

載とした。 

（ｄ）予測手法 

ⅰ．計算式 

（ⅰ）風向別・メッシュ別降下

ばいじん量の算出式 

10.1.1－69 「メッシュ別降下ばいじん量の算出式」

を「風向別・メッシュ別降下ばいじん量

の算出式」に修正した。 

より適切な記

載とした。 

第10.1.1-18図 10.1.1－69 風向別の発生源の範囲と予測地点の距

離の考え方の図を追記した。 

より詳細な記

載とした。 

（ｅ）予測結果 10.1.1－71 事業計画の見直しに伴う再予測を行い、

予測結果を更新した。 

事業計画の見

直しによる。 

ｄ．評価の結果 

（ａ）環境影響の回避・低減に関

する評価 

10.1.1－72 事業計画の見直しに伴う再予測を行い、

評価の結果を更新した。 

事業計画の見

直しによる。 

（ｂ）環境保全の基準等との整合

性 

10.1.1－72 事業計画の見直しに伴う再予測を行い、

評価の結果を更新した。 

事業計画の見

直しによる。 



13－10 

(1406) 

第13-1表(10) 準備書記載事項の修正の概要 

項目 
評価書 

記載頁 
修正内容 修正の理由 

（２）騒音 

① 調査結果の概要 

イ．道路交通騒音の状況 

（ロ）現地調査 

ｂ．調査地点 

第10.1.1-19図 

10.1.1－73、 

74 

住宅等の状況を最新の情報に更新した。 

新たな予測地点「道路1′」を追記した。 

他事業の風力発電機（環境影響評価手続

き中）の情報を追記した。 

より適切な記

載とした。 

ｄ．調査方法 10.1.1－73 等価騒音レベルの測定において準拠し

たJISの表記に発行年を追記した。 

より詳細な記

載とした。 

ホ．騒音の状況（環境騒音） 

（イ）現地調査 

ｂ．調査地点 

第10.1.1-21図 

10.1.1－82、 

83 

転居により最寄りの民家が変わったた

め、新たに最寄りとなった環境６の情報

を追加した。 

住宅等の状況を最新の情報に更新した。 

可視領域の情報を更新した。 

より適切な記

載とした。 

事業計画の見

直しによる。 

ｃ．調査期間 10.1.1－82 新たに最寄りの民家となった環境６の

調査期間を追記した。 

より適切な記

載とした。 

ｄ．調査方法 10.1.1－82 等価騒音レベルの測定において準拠し

たJISの表記に発行年を追記した。 

より適切な記

載とした。 

ｅ．調査結果 10.1.1－82 新たに最寄りの民家となった環境６の

調査結果を追記した。 

より適切な記

載とした。 

ヘ．騒音の状況（残留騒音） 

（イ）現地調査 

ｂ．調査地点 

10.1.1－84 転居により最寄りの民家が変わったた

め、新たに最寄りの民家となった環境６

の情報を追記した。 

より適切な記

載とした。 

ｃ．調査期間 10.1.1－84 新たに最寄りの民家となった環境６の

調査期間を追記した。 

より適切な記

載とした。 

ｄ．調査方法 

第10.1.1-44表 

10.1.1－85 新たに最寄りの民家となった環境６の

解析に用いた期間を追記した。 

より適切な記

載とした。 

ｅ．調査結果 10.1.1－86～ 

89、92、95～97 

新たに最寄りの民家となった環境６の

調査結果を追記した。 

より適切な記

載とした。 

② 予測及び評価の結果 

イ．工事の実施 

（イ）工事用資材等の搬出入 

ｃ．予測地点 

10.1.1－99 新たな予測地点「道路1′」を追記した。 より適切な記

載とした。 

ｄ．予測対象時期 10.1.1－99 予測対象時期を修正した。 事業計画の見

直しによる。 

第10.1.1-24図 10.1.1－99 工事関係車両の小型車換算交通量及び

最大月を修正した。 

事業計画の見

直しによる。 

ｅ．予測手法 

第10.1.1-25図 

10.1.1－100 累積的な影響を追記した。 より適切な記

載とした。 

（ｂ）計算値補正式 10.1.1－101 新たな予測地点「道路1′」の情報を追記

した。 

 

より適切な記

載とした。 

（ｃ）予測条件 10.1.1－102 新たな予測地点「道路1′」の情報を追記

した。 

工事関係車両の台数を修正した。 

他事業の工事関係車両台数を追記した。 

より適切な記

載とした。 

事業計画の見

直しによる。 

ｆ．予測結果 

（ａ）本事業 

10.1.1－103 事業計画の見直しに伴う再予測を行い、

予測結果を更新した。 

事業計画の見

直しによる。 

（ｂ）累積的な影響 10.1.1－104 累積的な影響を追記した。 より適切な記

載とした。 

ｇ．評価の結果 

（ａ）環境影響の回避・低減に関

する評価 

10.1.1－105 事業計画の見直しに伴う再予測を行い、

予測結果を更新した。 

累積的な影響を追記した。 

より適切な記

載とした。 

事業計画の見

直しによる。 
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(1407) 

第13-1表(11) 準備書記載事項の修正の概要 

項目 
評価書 

記載頁 
修正内容 修正の理由 

（ｂ）環境保全の基準等との整合

性 

10.1.1－105 事業計画の見直しに伴う再予測を行い、

予測結果を更新した。 

累積的な影響を追記した。 

参考として、道路１、道路１’及び道路

３についても騒音に係る環境基準と比

較した結果を追記した。 

より適切な記

載とした。 

事業計画の見

直しによる。 

（ロ）建設機械の稼働 

ｃ．予測地点 

第10.1.1-26図 

10.1.1－106、

107 

工事位置を修正した。 

転居により最寄りの民家が変わったた

め、新たに最寄りの民家となった環境６

の情報を追加した。 

住宅等の状況を最新の情報に更新した。 

建設機械の稼働位置を修正した。 

より適切な記

載とした。 

事業計画の見

直しによる。 

ｅ．予測手法 

（ｂ）予測条件 

第10.1.1-51表 

10.1.1－110 建設機械の騒音諸元を修正した。 事業計画の見

直しによる。 

第10.1.1-52表 10.1.1－111 建設機械の稼働位置を修正した。 事業計画の見

直しによる。 

ｆ．予測結果 10.1.1－112、

113 

事業計画の見直しに伴う再予測を行い、

予測結果を更新した。 

事業計画の見

直しによる。 

ｇ．評価の結果 

（ａ）環境影響の回避・低減に関

する評価 

10.1.1－113 事業計画の見直しに伴う再予測を行い、

評価の結果を更新した。 

より適切な記

載とした。 

事業計画の見

直しによる。 

ロ．土地又は工作物の存在及び供用 

（イ）施設の稼働 

ｃ．予測地点 

第10.1.1-29図 

10.1.1－114、

115 

転居により最寄りの民家が変わったた

め、新たに最寄りの民家となった環境６

の情報を追加した。 

住宅等の状況を最新の情報に更新した。 

他事業の風力発電機（環境影響評価手続

き中）の情報を更新した。 

可視領域の情報を更新した。 

より適切な記

載とした。 

事業計画の見

直しによる。 

ｅ．予測手法 

（ａ）計算式 

10.1.1－116 「騒音のエネルギー伝搬予測方法（ISO 

9613-2：1996）にしたがって計算した。」

を「音源の配置、形状及びＡ特性パワー

レベルを設定し、ISO 9613-2：1996に基

づき音の減衰を考慮して予測地点にお

ける風力発電機寄与値を算出した。」に

修正した。 

より適切な記

載とした。 

ⅱ．空気吸収による減衰量の算

出 

10.1.1－116、

117 

空気吸収による減衰量の算出において

準拠したJIS及びISOの表記に発行年を

追記した。 

「空気吸収による減衰量Aatは、次式で示

される。」を「空気吸収による減衰量Aatm

は、次式で示される。」に修正した。 

より詳細な記

載とした。 

 

誤記を修正し

た。 

（ｂ）予測条件 

ⅰ．風力発電機の配置、種類及

び基数 

第10.1.1-55表 

10.1.1－118 本事業の風力発電機の情報を修正した。 事業計画の見

直しによる。 

ⅱ．風力発電機の音響パワーレ

ベルと平均風速 

第10.1.1-56表 

10.1.1－119 本事業のオクターブバンド毎のＡ特性

音響パワーレベルを修正した。 

事業計画の見

直しによる。 

第10.1.1-57表 10.1.1－120 新たに最寄りの民家となった環境６の

予測で用いる音響パワーレベルの設定

根拠となる風速（平均値）を追記した。 

事業計画の見

直しによる。 

ｆ．予測結果 10.1.1－121 

～145 

事業計画の見直しに伴う再予測を行い、

予測結果を更新した。 

事業計画の見

直しによる。 
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(1408) 

第13-1表(12) 準備書記載事項の修正の概要 

項目 
評価書 

記載頁 
修正内容 修正の理由 

（ａ）本事業 

第10.1.1-59表 

10.1.1－123、

124 

予測値と残留騒音の差である増加分を

追記した。 

より詳細な記

載とした。 

第10.1.1-30図(1)、(3)、

(4) 

10.1.1－125、 

127、128 

住宅等を図の最前面に表記した。 より適切な記

載とした。 

第10.1.1-31図 10.1.1－133 指針値の凡例「△」を削除した。 より適切な記

載とした。 

（ｂ）累積的な影響 

第10.1.1-60表 

10.1.1－135 

～136 

予測値と残留騒音の差である増加分を

追記した。 

より詳細な記

載とした。 

第10.1.1-33図 10.1.1－145 指針値の凡例「△」を削除した。 より適切な記

載とした。 

ｇ．評価の結果 

（ａ）環境影響の回避・低減に関

する評価 

10.1.1－146 事後調査の結果により環境影響の程度

が著しいことが明らかとなった場合の

対応を追記した。 

より詳細な記

載とした。 

（３）低周波音 

① 調査結果の概要 

イ．低周波音（超低周波音を含む）

の状況 

（イ）現地調査 

ｂ．調査地点 

第10.1.1-21図 

10.1.1－83、

147 

転居により最寄りの民家が変わったた

め、新たに最寄りの民家となった環境６

の情報を追加した。 

より適切な記

載とした。 

ｃ．調査期間 10.1.1－147 新たに最寄りの民家となった環境６の

調査期間を追記した。 

より適切な記

載とした。 

ｄ．調査方法 

第10.1.1-61表 

10.1.1－148 新たに最寄りの民家となった環境６の

解析に用いた期間を追記した。 

より適切な記

載とした。 

ｅ．調査結果 

（ａ）低周波音の状況 

10.1.1－149、

150、152，154 

新たに最寄りとなった環境６の調査結

果を追記した。 

より適切な記

載とした。 

② 予測及び評価の結果 

イ．土地又は工作物の存在及び供用 

（イ）施設の稼働 

ｅ．予測手法 

（ｂ）予測条件 

ⅰ．風力発電機の配置、種類、

基数及び仕様 

第10.1.1-64表 

10.1.1－158 本事業の風力発電機の情報を修正した。 事業計画の見

直しによる。 

第10.1.1-65表 10.1.1－159 本事業の風力発電機の情報を修正した。 事業計画の見

直しによる。 

ｆ．予測結果 10.1.1－160 

～194 

事業計画の見直しに伴う再予測を行い、

予測結果を更新した。 

事業計画の見

直しによる。 

（ａ）本事業 10.1.1－161 超低周波音を感じる最小音圧レベルを

示すISOの表記に発行年を追記した。 

より詳細な記

載とした。 

第10.1.1-67表 10.1.1－162 超低周波音を感じる最小音圧レベルを

示すISOの表記に発行年を追記した。 

より詳細な記

載とした。 

（ａ）累積的な影響 10.1.1－178 超低周波音を感じる最小音圧レベルを

示すISOの表記に発行年を追記した。 

より詳細な記

載とした。 

第10.1.1-69表 10.1.1－179 超低周波音を感じる最小音圧レベルを

示すISOの表記に発行年を追記した。 

より詳細な記

載とした。 

ｇ．評価の結果 

（ａ）環境影響の回避・低減に関

する評価 

10.1.1－195 事業計画の見直しに伴う再予測を行い、

評価の結果を更新した。 

超低周波音を感じる最小音圧レベルを

示すISOの表記に発行年を追記した。 

事業計画の見

直しによる。 

より詳細な記

載とした。 

（４）振動 

① 調査結果の概要 

ヘ．振動の状況 

（イ）現地調査 

ｂ．調査地点 

第10.1.1-21図 

10.1.1－83、

203 

転居により最寄りの民家が変わったた

め、新たに最寄りの民家となった環境６

の情報を追加した。 

より適切な記

載とした。 
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(1409) 

第13-1表(13) 準備書記載事項の修正の概要 

項目 
評価書 

記載頁 
修正内容 修正の理由 

ｃ．調査期間 10.1.1－203 新たに最寄りの民家となった環境６の

調査期間を追記した。 

より適切な記

載とした。 

ｅ．調査結果 

第10.1.1-74表 

10.1.1－203 新たに最寄りの民家となった環境６の

調査結果を追記した。 

より適切な記

載とした。 

② 予測及び評価の結果 

イ．工事の実施 

（イ）工事用資材等の搬出入 

ｄ．予測対象時期 

10.1.1－204 予測対象時期を修正した。 事業計画の見

直しによる。 

第10.1.1-47図 10.1.1－204 工事関係車両の小型車換算交通量及び

最大月を修正した。 

事業計画の見

直しによる。 

ｅ．予測手法 

第10.1.1-48図 

10.1.1－205 累積的な影響を追記した。 より適切な記

載とした。 

（ｃ）予測条件 

第10.1.1-75表 

10.1.1－207 工事関係車両の台数を修正した。 

他事業の工事関係車両台数を追記した。 

事業計画の見

直しによる。 

より適切な記

載とした。 

ｆ．予測結果 

（ａ）本事業 

10.1.1－208 事業計画の見直しに伴う再予測を行い、

予測結果を更新した。 

事業計画の見

直しによる。 

（ｂ）累積的な影響 10.1.1－209 累積的な影響を追記した。 より適切な記

載とした。 

ｇ．評価の結果 

（ａ）環境影響の回避・低減に関

する評価 

10.1.1－210 事業計画の見直しに伴う再予測を行い、

評価の結果を更新した。 

累積的な影響を追記した。 

より適切な記

載とした。 

事業計画の見

直しによる。 

（ｂ）環境保全の基準等との整合

性 

10.1.1－210 事業計画の見直しに伴う再予測を行い、

評価の結果を更新した。 

累積的な影響を追記した。 

参考として、道路１及び道路３について

も道路交通振動の要請限度と比較した

結果を追記した。 

より適切な記

載とした。 

事業計画の見

直しによる。 

（ロ）建設機械の稼働 

ｅ．予測手法 

（ｂ）予測条件 

第10.1.1-78表 

10.1.1－213 建設機械の振動諸元を修正した。 事業計画の見

直しによる。 

第10.1.1-79表 10.1.1－214 建設機械の稼働位置を修正した。 事業計画の見

直しによる。 

ｆ．予測結果 10.1.1－215、

216 

事業計画の見直しに伴う再予測を行い、

予測結果を更新した。 

事業計画の見

直しによる。 

ｇ．評価の結果 

（ａ）環境影響の回避・低減に関

する評価 

10.1.1－217 事業計画の見直しに伴う再予測を行い、

評価の結果を更新した。 

事業計画の見

直しによる。 

10.1.2 水環境 

（１）水質 

① 調査結果の概要 

10.1.2－2～8 土捨場の計画を変更したため、土捨場下

流に位置するため池の調査を実施し、そ

の情報を追記した。 

事業計画の見

直しによる。 

イ．水の濁りの状況 

（イ）浮遊物質量の状況 

ｂ．現地調査 

（ｅ）調査結果 

第10.1.2-4表(3) 

10.1.2－6 浮遊物質量の調査結果に測定時刻を追

記した。 

より詳細な記

載とした。 

ロ．河川流量及びため池貯水量の状

況 

（イ）現地調査 

ａ．河川の流量の状況 

（ｅ）調査結果 

第10.1.2-5表(2) 

10.1.2－7 河川・水路の流量の調査結果に測定時刻

を追記した。 

より詳細な記

載とした。 
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第13-1表(14) 準備書記載事項の修正の概要 

項目 
評価書 

記載頁 
修正内容 修正の理由 

ハ．気象の状況 

（イ）文献その他の資料調査 

ａ．降水量の状況 

（ｅ）調査結果 

第10.1.2-2図 

10.1.2－10 注釈に川内地域気象観測所のデータよ

り作成したことを追記した。 

より詳細な記

載とした。 

ニ．土質の状況 

（イ）現地調査 

ｄ．調査方法 

10.1.2－11 JISの発行年の表記を追記した。 より詳細な記

載とした。 

ｅ．調査結果 

第10.1.2-9表 

10.1.2－11 注釈に採水位置を追記した。 より詳細な記

載とした。 

第10.1.2-3図 10.1.2－12 軸ラベルをlogに修正した。 より適切な記

載とした。 

② 予測及び評価の結果 

イ．工事の実施 

（イ）造成等の施工による一時的な

影響 

ａ．環境保全措置 

10.1.2－13 「改変区域」を「改変範囲」に修正した。 

「工事関係車両の出場時にタイヤ洗浄

を行う。必要に応じて搬入路での散水を

実施する。」を削除した。 

より適切な記

載とした。 

誤記を修正し

た。 

ｂ．予測地域 10.1.2－13 ため池を追記した。 事業計画の見

直しによる。 

ｅ．予測手法 

第10.1.2-4図 

10.1.2－13、 

14 

ため池を追記した。 事業計画の見

直しによる。 

（ａ）予測式 

ⅳ．沈砂池排水の到達距離 

10.1.2－15 沈砂池排水口付近の傾斜（％）の定義を

式の注釈として追記した。また、Trimble 

& Sartzの式で評価することの妥当性を

追記した。 

より詳細な記

載とした。 

ⅵ．予測対象ため池の浮遊物質

量 

10.1.2－16 ため池の浮遊物質量の予測式を追記し

た。 

事業計画の見

直しによる。 

（ｂ）予測条件 

ⅰ．降雨条件 

10.1.2－17、

18 

対象事業実施区域の近傍に位置する気

象観測所の至近10年間の降雨状況（第

10.1.2-10表）を追記するとともに、日常

的な降雨として雨量強度が５mm/ｈの条

件を設定して追記した。また、局所的な

強雨として雨量強度が98.5mm/ｈに変更

するとともに、ため池の降雨条件を設定

して追記した。 

より適切な記

載とした。 

 

ⅳ．沈砂池の形状並びに沈砂池

の位置及び集水域面積 

第10.1.2-7図 

10.1.2－20 沈砂池の構造図に縮尺及びスケールを

追記した。 

より詳細な記

載とした。 

第10.1.2-14表 10.1.2－21 沈砂池面積と集水域面積を修正し、沈砂

池体積を追記した。 

事業計画の見

直しによる。 

第10.1.2-8図(1)～(7) 10.1.2－22～

28 

沈砂池の位置を修正した。 事業計画の見

直しによる。 

第10.1.2-15表 10.1.2－29 沈砂池排水の浮遊物質量算出に用いた

沈降特性係数を修正した。 

事業計画の見

直しによる。 

（ｃ）予測結果 10.1.2－30、

31 

事業計画の見直しに伴う再予測を行い、

予測結果を更新した。また、No.19からの

沈砂池排水の土壌浸透に関する予測を

追記した。 

事業計画の見

直しによる。 

第10.1.2-14表 10.1.2－31 沈砂池排水口付近の傾斜について、「度」

の値を追記した。 

より詳細な記

載とした。 

ｆ．評価の結果 

（ａ）環境影響の回避・低減に関

する評価 

10.1.2－32 「改変区域」を「改変範囲」に修正した。 

環境保全措置の「工事関係車両の出場時

にタイヤ洗浄を行う。必要に応じて搬入

路での散水を実施する。」を削除した。 

より適切な記

載とした。 

誤記を修正し

た。 
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第13-1表(15) 準備書記載事項の修正の概要 

項目 
評価書 

記載頁 
修正内容 修正の理由 

10.1.3 その他の環境 

（１）風車の影 

① 調査結果の概要 

イ．土地利用の状況 

（イ）文献その他の資料調査 

ｄ．調査結果 

10.1.3－1 寄田地区瀬戸野の住宅が転居により無

人となったため、記載から除外した。 

既設の他事業の風力発電機の撤去予定

を１基に修正した。 

他事業の風力発電機（環境影響評価手続

き中）の情報を更新した。 

より適切な記

載とした。 

ロ．地形の状況 

（イ）文献その他の資料調査 

ｄ．調査結果 

10.1.3－1 風力発電機設置予定位置の標高を修正

した。 

事業計画の見

直しによる。 

第10.1.3-1図 10.1.3－2 住宅等の状況を最新の情報に更新した。 

他事業の風力発電機（環境影響評価手続

き中）の情報、撤去予定の風力発電機の

情報を更新した。 

より適切な記

載とした。 

（ロ）現地調査 

ｂ．調査地点 

10.1.3－3 寄田地区瀬戸野の住宅が転居により無

人となったため、記載から除外した。 

より適切な記

載とした。 

第10.1.3-2図 10.1.3－4 空き家となったため、現地調査地点（代

表地点）①を変更した。また、住宅の転

居に伴い現地調査地点（代表地点）②を

変更した。 

住宅等の状況を最新の情報に更新した。 

他事業の風力発電機（環境影響評価手続

き中）の情報、撤去予定の風力発電機の

情報を更新した。 

より適切な記

載とした。 

ｃ．調査期間 10.1.3－3 風力発電機配置変更後に指針値を超え

ると予測される住宅に対する調査期間

を追記した。 

より適切な記

載とした。 

ｅ．調査結果 10.1.3－3 寄田地区瀬戸野の住宅が転居により無

人となったため、記載から除外した。 

より適切な記

載とした。 

第10.1.3-1表 10.1.3－5 空き家となったため、現地調査地点（代

表地点）①を変更した。住宅の転居に伴

い現地調査地点（代表地点）②を変更し

た。 

最寄りの風力発電機の情報を修正した。 

より適切な記

載とした。 

事業計画の見

直しによる。 

② 予測及び評価の結果 

イ．土地又は工作物の存在及び供用 

（イ）施設の稼働 

ａ．環境保全措置 

10.1.3－6 「風力発電機の高さについて準備書段

階で最大180ｍであったものを、評価書

段階で最大159ｍに変更する。」を追記し

た。 

より適切な記

載とした。 

事業計画の見

直しによる。 

ｄ．予測手法 

（ａ）予測条件 

第10.1.3-2～4表 

10.1.3－6、7 本事業及び（仮称）いちき串木野・薩摩

川内ウィンドファーム（環境影響評価手

続き中）の風車形状諸元を修正した。 

事業計画の見

直しによる。 

より適切な記

載とした。 

ｅ.予測結果 10.1.3 － 7 ～

25 

事業計画の見直しに伴う再予測を行い、

予測結果を更新した。 

事業計画の見

直しによる。 

（ａ）本事業による影響 

第10.1.3-3～6図 

10.1.3-11 ～

16 

図題に「（実際の気象条件等を考慮しな

い場合）」を追記した。 

より詳細な記

載とした。 

（ｂ）他事業との累積的な影響 

第10.1.3-7～10図 

10.1.3-20 ～

25 

図題に「（実際の気象条件等を考慮しな

い場合）」を追記した。 

より詳細な記

載とした。 
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第13-1表(16) 準備書記載事項の修正の概要 

項目 
評価書 

記載頁 
修正内容 修正の理由 

ｆ．評価の結果 

（ａ）環境影響の回避・低減に関

する評価 

10.1.3－26 事業計画の見直しに伴う再予測を行い、

評価の結果を更新した。 

環境保全措置に「風力発電機の高さにつ

いて準備書段階で最大180ｍであったも

のを、評価書段階で最大159ｍに変更す

る。」を追記した。 

遮蔽物がある住宅について、評価結果と

は分けて、「実際の風車の影がかかる時

間は、予測結果よりも減少すると考えら

れる。」と修正した。 

事後調査の結果により環境影響の程度

が著しいことが明らかとなった場合の

対応を追記した。 

事業計画の見

直しによる。 

より詳細な記

載とした。 

より適切な記

載とした。 

10.1.4 動物 

（１）重要な種及び注目すべき生息地 

① 調査結果の概要 

イ．哺乳類（コウモリ類を除く）相

の状況 

（ロ）現地調査 

ｂ．調査地点 

第10.1.4-1図 

10.1.4－3 準備書以降に改変範囲となった箇所に

ついて、追加調査を実施した直接観察・

フィールドサイン法ルートを追記した。 

事業計画の見

直しによる。 

第10.1.4-2表 10.1.4－4 S９地点の環境概要のスダジイ二次林を

シイ・カシ二次林に修正した。 

より適切な記

載とした。 

ｃ．調査期間 

（ａ）直接観察・フィールドサイ

ン法 

10.1.4－2 準備書以降に改変範囲となった箇所に

ついて、追加調査を実施した調査期間を

追記した。 

事業計画の見

直しによる。 

ロ．哺乳類（コウモリ類）相の状況 

（ロ）現地調査 

ｃ．調査期間 

（ｃ）自動録音法（風況観測塔設

置地点） 

10.1.4－6 秋季の調査期間を追記した。 より適切な記

載とした。 

ｅ．調査結果 

（ｂ）高度別の調査結果 

10.1.4－12 秋季の調査結果を追記した。 より適切な記

載とした。 

（ｃ）風速別の調査結果 10.1.4－13 秋季の調査結果の情報を追記した。 より適切な記

載とした。 

第10.1.4-4図 10.1.4－13 カットイン風速（３m/s）を追記した。 より適切な記

載とした。 

ハ．鳥類相の状況 

（ロ）現地調査 

ａ．一般鳥類調査 

（ｂ）調査地点 

第10.1.4-13表 

10.1.4－17 P７地点の主な植生及び環境概要のスダ

ジイ二次林をシイ・カシ二次林に修正し

た。 

より適切な記

載とした。 

ｂ．希少猛禽類調査 

（ｄ）調査方法 

10.1.4－38 飛翔高度の区分を修正した。 事業計画の見

直しによる。 

ｃ．渡り鳥調査 

（ｂ）調査地点 

第10.1.4-7図 

10.1.4－40 MS5、6からの視野範囲を修正した。 誤記を修正し

た。 

（ｄ）調査方法 10.1.4－42 飛翔高度の区分を修正した。 事業計画の見

直しによる。 

ニ．爬虫類相の状況 

（ロ）現地調査 

ｂ．調査地点 

第10.1.4-8図 

10.1.4－44、

45 

準備書以降に改変範囲となった箇所に

ついて、追加調査を実施した直接観察法

調査ルートを追記した。 

事業計画の見

直しによる。 

ｃ．調査期間 10.1.4－44 準備書以降に改変範囲となった箇所に

ついて、追加調査を実施した調査期間を

追記した。 

事業計画の見

直しによる。 
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第13-1表(17) 準備書記載事項の修正の概要 

項目 
評価書 

記載頁 
修正内容 修正の理由 

ホ．両生類相の状況 

（ロ）現地調査 

ｂ．調査地点 

第10.1.4-8図 

10.1.4－45、

47 

準備書以降に改変範囲となった箇所に

ついて、追加調査を実施した直接観察法

調査ルートを追記した。 

対象事業実施区域及びその周辺の河川

及び沢、渓流の位置を追記した。 

事業計画の見

直しによる。 

より詳細な記

載とした。 

ｃ．調査期間 10.1.4－47 準備書以降に改変範囲となった箇所に

ついて、追加調査を実施した調査期間を

追記した。 

事業計画の見

直しによる。 

ヘ．昆虫類相の状況 

（ロ）現地調査 

ｂ．調査地点 

第10.1.4-39表 

10.1.4－50 I９地点の地点の環境概要のスダジイ二

次林をシイ・カシ二次林に修正した。 

より適切な記

載とした。 

第10.1.4-9図 10.1.4－51 準備書以降に改変範囲となった箇所に

ついて、追加調査を実施した一般採集法

調査ルートを追記した。 

事業計画の見

直しによる。 

ｃ．調査期間 

（ａ）一般採集法 

10.1.4－49 準備書以降に改変範囲となった箇所に

ついて、追加調査を実施した調査期間を

追記した。 

事業計画の見

直しによる。 

ト．魚類相の状況 

（ロ）現地調査 

ａ．調査地域 

10.1.4－53 準備書以降に追加調査を実施したため

池を追記した。 

事業計画の見

直しによる。 

ｂ．調査地点 

第10.1.4-10図 

10.1.4－54 準備書以降に追加調査を実施した地点

W13～17を追記した。 

対象事業実施区域及びその周辺の河川

及び沢、渓流の位置を追記した。 

事業計画の見

直しによる。 

より詳細な記

載とした。 

より適切な記

載とした。 

第10.1.4-41表 10.1.4－55 対象事業実施区域内外の区分及び準備

書以降に追加調査を実施した地点W13～

17を追記した。 

より適切な記

載とした。 

ｃ．調査期間 

（ａ）目視観察・捕獲法 

10.1.4－53 準備書以降に追加調査を実施したため

池の調査期間を追記した。 

事業計画の見

直しによる。 

ｅ．調査結果 10.1.4－55～

57 

準備書以降に追加調査を実施したため

池の調査結果を反映した。 

事業計画の見

直しによる。 

チ．底生動物相の状況 

（ロ）現地調査 

ａ．調査地域 

10.1.4－58 準備書以降に追加調査を実施したため

池を追記した。 

事業計画の見

直しによる。 

ｂ．調査地点 10.1.4－58 準備書以降に追加調査を実施した地点

W13～17を追記した。 

事業計画の見

直しによる。 

より適切な記

載とした。 

ｃ．調査期間 10.1.4－58 準備書以降に追加調査を実施した調査

期間を追記した。 

事業計画の見

直しによる。 

より適切な記

載とした。 

ｅ．調査結果 10.1.4－59 準備書以降に追加調査を実施した結果

を反映した。 

事業計画の見

直しによる。 

より適切な記

載とした。 

リ．陸産貝類相の状況 

（ロ）現地調査 

ｂ．調査地点 

第10.1.4-11図 

10.1.4－61 準備書以降に改変範囲となった箇所に

ついて、追加調査を実施した直接観察法

調査ルートを追記した。 

事業計画の見

直しによる。 

ｃ．調査期間 

（ａ）直接観察法 

10.1.4－60 準備書以降に改変範囲となった箇所に

ついて、追加調査を実施した調査期間を

追記した。 

事業計画の見

直しによる。 
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第13-1表(18) 準備書記載事項の修正の概要 

項目 
評価書 

記載頁 
修正内容 修正の理由 

ヌ．重要な種及び注目すべき生息地

の分布、生息の状況及び生息環

境の状況 

（ロ）現地調査 

ａ．重要な種の生息状況 

（ｂ）調査結果 

10.1.4－66～

123 

対象事業実施区域、改変範囲及び風力発

電機設置位置の変更に伴い、重要な種の

確認位置及び確認状況を修正した。 

事業計画の見

直しによる。 

ⅱ．哺乳類（コウモリ類） 

第10.1.4-47表 

10.1.4－70 秋季の調査結果を追記した。 より適切な記

載とした。 

ⅲ．鳥類 

（ⅰ）一般鳥類調査 

第10.1.4-48表(3) 

10.1.4－74 キビタキの選定根拠「C：EN」を削除した。 誤記を修正し

た。 

ⅶ．魚類 10.1.4－110、

111 

準備書以降に追加調査を実施したため

池の調査結果を反映した。 

事業計画の見

直しによる。 

ⅷ．底生動物 10.1.4－112、

113 

準備書以降に追加調査を実施した結果

を反映した。 

事業計画の見

直しによる。 

ｂ．重要な種の詳細調査 

（ａ）サシバ（渡り以外の個体）

の詳細調査 

ⅳ．調査方法 

10.1.4－121 飛翔高度の区分を修正した。 事業計画の見

直しによる。 

② 予測及び評価の結果 

イ．工事の実施、土地又は工作物の

存在及び供用 

（イ）造成等の施工による一時的な

影響、地形改変及び施設の存

在、施設の稼働 

ａ．環境保全措置 

10.1.4－124 「樹木の伐採を必要最小限にとどめ

る。」を「樹木（特に広葉樹林）の伐採を

必要最小限にとどめる。」に修正した。 

「改変区域」を「改変範囲」に修正した。 

「風力発電機の高さについて準備書段

階で最大180ｍであったものを、評価書

段階で最大159ｍに変更する。」及び「風

力発電機のロータ直径について準備書

段階で全て130ｍであったものを、評価

書段階で一部の風力発電機を120ｍに変

更する。」を追記した。 

より適切な記

載とした。 

事業計画の見

直しによる。 

ｄ．予測手法 

第10.1.4-65表 

10.1.4－126、

127 

「改変区域」を「改変範囲」に修正した。 

植生群落、対象事業実施区域及び改変範

囲の面積の変更を反映した。 

「スダジイ二次林」を「シイ・カシ二次

林」に統合した。 

群落名に「ハイキビ群落」を追記した。 

より適切な記

載とした。 

事業計画の見

直しによる。 

ｅ．予測結果 10.1.4－128～

227 

事業計画の見直しに伴う再予測を行い、

予測結果を更新した。 

事業計画の見

直しによる。 

（ａ）哺乳類 

第10.1.4-68表(4)～(8) 

10.1.4－131～

135 

秋季の調査結果を予測結果に反映した。 より適切な記

載とした。 

（ｂ）鳥類 10.1.4－136 「生態系上位性注目種として選定した

クマタカの予測及び評価は、騒音による

生息環境については本項で行い、その他

の影響については「10.1.6生態系」の項

で行うこととした。」を「生態系上位性注

目種として選定したクマタカの影響予

測は、騒音による生息環境については本

項で行い、改変による生息環境の減少・

消失及び飛翔への影響（風力発電機への

衝突）については「10.1.6生態系」の上

位性注目種（クマタカ）の項で影響予測

を行うこととした。」に修正した。 

より適切な記

載とした。 

第10.1.4-73表(13) 10.1.4－174 「改変による生息環境の減少・消失」及

び「飛翔への影響（風力発電機への衝

突）」の影響予測の結果を「10.1.6 生態

系」に記載した旨を追記した。 

より詳細な記

載とした。 
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第13-1表(19) 準備書記載事項の修正の概要 

項目 
評価書 

記載頁 
修正内容 修正の理由 

（ｆ）魚類 10.1.4－213～

215 

準備書以降に追加調査を実施したため

池の調査結果を予測結果に反映した。 

事業計画の見

直しによる。 

（ｇ）底生動物 10.1.4－216～

220 

準備書以降に追加調査を実施した結果

を予測結果に反映した。 

事業計画の見

直しによる。 

より適切な記

載とした。 

ｆ．評価の結果 

（ａ）環境影響の回避・低減に関

する評価 

10.1.4－227、

228 

環境保全措置の「樹木の伐採を必要最小

限にとどめる。」を「樹木（特に広葉樹林）

の伐採を必要最小限にとどめる。」に修

正した。 

「改変区域」を「改変範囲」に修正した。 

「風力発電機の高さについて準備書段

階で最大180ｍであったものを、評価書

段階で最大159ｍに変更する。」及び「風

力発電機のロータ直径について準備書

段階で全て130ｍであったものを、評価

書段階で一部の風力発電機を120ｍに変

更する。」を追記した。 

造成等の施工、地形改変及び施設の存在

並びに施設の稼働に伴う重要な種への

影響は「ほとんどない」を「小さい」に

修正した。 

事後調査の結果により環境影響の程度

が著しいことが明らかとなった場合の

対応を追記した。 

より適切な記

載とした。 

事業計画の見

直しによる。 

誤記を修正し

た。 

より詳細な記

載とした。 

10.1.5 植物 

（１）重要な種及び重要な群落 

① 調査結果の概要 

イ．植物相の状況 

（ロ）現地調査 

ｂ．調査地点 

第10.1.5-1図 

10.1.5－3 準備書以降に改変範囲となった箇所に

ついて、追加調査を実施した植物相調査

ルートを追記した。 

事業計画の見

直しによる。 

ｃ．調査期間 10.1.5－2 準備書以降に改変範囲となった箇所に

ついて、追加調査を実施した調査期間を

追記した。 

事業計画の見

直しによる。 

ｅ．調査結果 10.1.5－4 準備書以降に追加調査を実施した結果

を反映した。 

事業計画の見

直しによる。 

より適切な記

載とした。 

ロ．植生の状況 

（ロ）現地調査 

ｂ．調査地点 

10.1.5－4 調査地点数を86地点に修正した。 誤記を修正し

た。 

ｅ．調査結果 

 

10.1.5－5 本文の第10.1.5-4表の表記に枝番を追

記した。 

ヒルムシロクラスをヒシ群落に修正し

た。 

より適切な記

載とした。 

ｅ．調査結果 

第10.1.5-3表 

10.1.5－5、6 スダジイ二次林をシイ・カシ二次林に統

合した。 

ヒルムシロクラスをハイキビ群落とヒ

シ群落に分割した。 

より適切な記

載とした。 

第10.1.5-2図 10.1.5 － 8 ～

10 

スダジイ二次林をシイ・カシ二次林に統

合した。 

ヒルムシロクラスをハイキビ群落とヒ

シ群落に分割した。 

より適切な記

載とした。 
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第13-1表(20) 準備書記載事項の修正の概要 

項目 
評価書 

記載頁 
修正内容 修正の理由 

第10.1.5-4-1表(1)～(5) 

第10.1.5-4-2表(1)～(5) 

第10.1.5-4-3表(1)～(6) 

第10.1.5-4-4表(1)～(4) 

第10.1.5-4-5表(1)～(2) 

第10.1.5-4-6表(1)～(6) 

第10.1.5-4-7表(1) 

10.1.5－11～

39 

表題に枝番及び群落組成表の区分を追

記した。 

スダジイ二次林をシイ・カシ二次林に統

合した。 

ヒルムシロクラスをハイキビ群落とヒ

シ群落に分割した。 

群落組成表の罫線を「・」に修正した。 

各群落の区分種の括り線の前に「群落区

分種」の行を追加した。 

区分種以外の種を随伴種として常在度

（頻度）の高い順に並べ替えた。 

区分種の並び順について群集の標徴種

や区分種を先頭に置き、その下に下位単

位の区分種を記載し、括り線は破線とし

た。 

各群落の区分種の括り線の太さを細く

した。 

より適切な記

載とした。 

ハ．重要な種及び重要な群落の分

布、生育の状況及び生育環境の

状況 

（イ）文献その他の資料調査 

ｂ．調査方法 

第10.1.5-5表(2) 

10.1.5－41 重要な群落の選定根拠に植生自然度10

及び９の植生を追記した。 

より適切な記

載とした。 

（ロ）現地調査 

ｃ．調査結果 

10.1.5－41～

76 

準備書以降に追加調査を実施した結果

を反映した。 

植生自然度10及び９の群落を含めた重

要な群落の確認結果を追記した。 

改変範囲を修正した。 

事業計画の見

直しによる。 

より適切な記

載とした。 

第10.1.5-6表(1)～(13) 10.1.5－42～

54 

対象事業実施区域、改変範囲及び風力発

電機設置位置の変更に伴い、重要な種の

確認位置及び確認状況を修正した。 

事業計画の見

直しによる。 

第10.1.5-7表 10.1.5－75 植生自然度10及び９の群落を追記した。 より適切な記

載とした。 

第10.1.5-4図(1)～(3) 10.1.5－76～

78 

植生自然度10及び９の群落を追記した。 より適切な記

載とした。 

第10.1.5-4図(2)～(3) 10.1.5－77、

78 

重要な群落の確認位置の拡大図を追記

した。 

より適切な記

載とした。 

② 予測及び評価の結果 

イ．工事の実施、土地又は工作物の

存在及び供用 

（イ）造成等の施工による一時的な

影響、地形改変及び施設の存

在 

ａ．環境保全措置 

10.1.5－79 「樹木の伐採を必要最小限にとどめ

る。」を「樹木（特に広葉樹林）の伐採を

必要最小限にとどめる。」に修正した。 

「改変区域」を「改変範囲」に修正した。 

より適切な記

載とした。 

ｅ．予測結果 

（ａ）重要な種 

10.1.5－79～

80 

生育環境に変化が及ぶ種として、改変に

より林内環境から林縁環境に変化する

と想定される範囲（改変範囲から約50m

の範囲）で確認した種を追記した。 

予測対象種を修正した。 

移植対象種について、「改変範囲内外の

確認状況や種の生態特性等を踏まえ、調

査地域における植物や植生に精通した

専門家へのヒアリング結果を基に選定

した。」と修正した。 

より適切な記

載とした。 

事業計画の見

直しによる。 

第10.1.5-9表 10.1.5－81 分布・生態的特徴の作成に使用した既存

文献を追加した。 

より詳細な記

載とした。 
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第13-1表(21) 準備書記載事項の修正の概要 

項目 
評価書 

記載頁 
修正内容 修正の理由 

第10.1.5-10表 10.1.5－82～

109 

事業計画の見直しに伴う再予測を行い、

予測結果を更新した。 

準備書以降に追加調査を実施した結果

を反映した。 

生育環境に変化が及ぶ種として、改変に

より林内環境から林縁環境に変化する

と想定される範囲（改変範囲から約50m

の範囲）で確認した種を追記した。 

生育地が林内環境から林縁環境に変わ

ることによる生育環境の変化の予測結

果を追記した。 

事業計画の見

直しによる。 

（ｂ）重要な群落 10.1.5－109～

112 

「改変区域」を「改変範囲」に修正した。 

事業計画の見直しに伴う再予測を行い、

予測結果を更新した。 

植生自然度10及び９の群落の確認結果

を追記した。 

より適切な記

載とした。 

事業計画の見

直しによる。 

第10.1.5-11表(2) 10.1.5－111 ヒルムシロクラスをハイキビ群落とヒ

シ群落に分割した。 

より適切な記

載とした。 

第10.1.5-5図 10.1.5－113～

115 

改変範囲を修正した。 事業計画の見

直しによる。 

ｆ．評価の結果 

（ａ）環境影響の回避・低減に関

する評価 

10.1.5－116 環境保全措置の「樹木の伐採を必要最小

限にとどめる。」を「樹木（特に広葉樹林）

の伐採を必要最小限にとどめる。」に修

正した。 

「改変区域」を「改変範囲」に修正した。 

改変範囲外で確認された重要な種のう

ち、生育地が林内環境から林縁環境に変

化することによる生育への影響が予測

された種について追記した。 

事後調査の結果により環境影響の程度

が著しいことが明らかとなった場合の

対応を追記した。 

より適切な記

載とした。 

より詳細な記

載とした。 

10.1.6 生態系 

（１）地域を特徴づける生態系 

① 動植物その他の自然環境に係

る概況 

イ．調査結果の概要 

（ロ）現地調査 

ｂ．調査結果 

第10.1.6-2表 

10.1.6－2 動植物の追加調査結果を反映した。 より適切な記

載とした。 

事業計画の見

直しによる。 

（ハ）地域の生態系 

第10.1.6-3表 

10.1.6－4 広葉樹林の群落名からスダジイ二次林

を削除した。 

草地等の群落名にハイキビ群落を追記

した。 

より適切な記

載とした。 

第10.1.6-1図 10.1.6－5 植生区分の分布を修正した。 より適切な記

載とした。 

② 複数の注目種等の生態、他の動

植物との関係又は生息環境若

しくは生育環境の状況 

ロ．上位性注目種（クマタカ） 

（イ）調査結果の概要 

ｃ．現地調査 

（ｂ）調査地点 

ⅲ．餌量調査 

（ⅰ）哺乳類 

第10.1.6-12表 

10.1.6－18 S９地点の環境概要のスダジイ二次林を

シイ・カシ二次林に修正した。 

より適切な記

載とした。 
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第13-1表(22) 準備書記載事項の修正の概要 

項目 
評価書 

記載頁 
修正内容 修正の理由 

（ⅱ）鳥類 

第10.1.6-13表 

10.1.6－19 P７地点の地点の環境概要のスダジイ二

次林をシイ・カシ二次林に修正した。 

より適切な記

載とした。 

ⅳ．営巣木踏査 

第10.1.6-9図 

10.1.6－15、25 準備書以降に追加調査を実施した営巣

木踏査を追記した。 

より適切な記

載とした。 

（ｃ）調査期間 

ⅳ．営巣木踏査 

10.1.6－16 準備書以降に追加調査を実施した営巣

木踏査の調査期間を追記した。 

より適切な記

載とした。 

（ｄ）調査方法 

ⅰ．生息状況調査 

10.1.6－16 飛翔高度の区分を修正した。 事業計画の見

直しによる。 

ⅳ．営巣木踏査 10.1.6－17 準備書以降に追加調査を実施した営巣

木踏査の調査方法を追記した。 

より適切な記

載とした。 

（ｅ）調査結果 

ⅰ．生息状況調査 

（ⅰ）生息状況調査 

ⅰ）確認回数及び確認位置 

第10.1.6-15表 

10.1.6－26 対象事業実施区域及び風力発電機設置

位置の変更に伴い、飛翔高度区分別の確

認状況を修正した。 

事業計画の見

直しによる。 

第10.1.6-10図 10.1.6－27 クマタカの確認位置の一部の飛翔を修

正した。 

誤記を修正し

た。 

ⅱ．採餌環境調査 

（ⅱ）採餌可能林の分布 

ⅰ）植生の状況 

第10.1.6-19表 

10.1.6－35 植生・樹林の群落高区分毎の面積を修正

した。 

より適切な記

載とした。 

第10.1.6-16図 10.1.6－36 植生・樹林の群落高区分毎の分布を修正

した。 

より適切な記

載とした。 

（ⅲ）採餌可能林解析 

ⅲ）解析結果 

第10.1.6-23表 

10.1.6－38 各ランクの面積及び割合を修正した。 より適切な記

載とした。 

第10.1.6-17図 10.1.6－39 採餌環境適合度の分布を修正した。 より適切な記

載とした。 

ⅳ．営巣木踏査 

（ⅰ）踏査結果 

10.1.6－56～

58 

準備書以降に追加調査を実施した営巣

木踏査の調査結果を追記した。 

より適切な記

載とした。 
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第13-1表(23) 準備書記載事項の修正の概要 

項目 
評価書 

記載頁 
修正内容 修正の理由 

（ロ）予測及び評価の結果 

ａ．工事の実施、土地又は工作物

の存在及び供用 

（ａ）造成等の施工による一時的

な影響、地形改変及び施設

の存在、施設の稼働 

ⅰ．環境保全措置 

10.1.6－59 「クマタカＢペアについては、工事着工

前の繁殖期（11月～翌年６月）に生息状

況調査を実施し、工事着工前の行動圏内

部構造等を適切に把握する。」を追記し

た。 

「樹木の伐採を必要最小限にとどめ

る。」を「樹木（特に広葉樹林）の伐採を

必要最小限にとどめる。」に修正した。 

「改変区域」を「改変範囲」に修正した。 

「風力発電機の高さについて準備書段

階で最大180ｍであったものを、評価書

段階で最大159ｍに変更する。」及び「風

力発電機のロータ直径について準備書

段階で全て130ｍであったものを、評価

書段階で一部の風力発電機を120ｍに変

更する。」を追記した。 

「クマタカＢペアの幼鳥の行動範囲（推

定）に近接する風力発電機及びその周辺

において営巣期に実施する工事につい

ては、営巣場所の推定域から遠い箇所か

ら徐々に実施する。」を「営巣中心域（繁

殖テリトリー）、特にクマタカＢペアの

幼鳥の行動範囲（推定）に近接する風力

発電機及びその周辺の工事については、

可能な限り営巣期を避けるように配慮

した工程を検討し、止むを得ず営巣期に

実施する工事については、営巣場所の推

定域から遠い箇所から徐々に実施す

る。」に修正した。 

より適切な記

載とした。 

事業計画の見

直しによる。 

ⅴ．予測結果 10.1.6－60～

68 

事業計画の見直しに伴う再予測を行い、

予測結果を更新した。 

事業計画の見

直しによる。 

（ⅰ）生息への影響 

ⅰ）Ａペアへの影響 

10.1.6－61 「Ａペアの幼鳥の行動範囲（推定）は改

変されない（０％）ことから、幼鳥の行

動範囲の機能は維持されると考えられ

る。」を「Ａペアの幼鳥の行動範囲（推定）

は改変される可能性はほとんどなく、幼

鳥の行動範囲の機能は維持される可能

性が高いと考えられる。」に修正した。 

「工事の実施及び施設の存在によるＡ

ペアの生息への影響はほとんどないも

のと予測する。」を「工事の実施及び施設

の存在によるＡペアの生息への影響は

ほとんどない可能性が高いものと予測

する。」に修正した。 

より適切な記

載とした。 
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第13-1表(24) 準備書記載事項の修正の概要 

項目 
評価書 

記載頁 
修正内容 修正の理由 

ⅱ）Ｂペアへの影響 10.1.6－61～

62 

「幼鳥の行動範囲（推定）は改変されな

い（０％）ことから、幼鳥の行動範囲の

機能は維持されると考えられる。」を「幼

鳥の行動範囲（推定）は改変される可能

性はほとんどなく、幼鳥の行動範囲の機

能は維持される可能性が高いと考えら

れるが、そのすぐ外側で風力発電機の設

置を計画しているため、予測結果には不

確実性を伴う。」に修正した。 

「営巣中心域（繁殖テリトリー）の機能

は維持されると考えられる。」を「営巣中

心域（繁殖テリトリー）の機能は維持さ

れる可能性は高いと考えられるが、多く

の風力発電機の設置を計画しているた

め、予測結果には不確実性を伴う。」に修

正した。 

「工事の実施及び施設の存在によるＢ

ペアの生息への影響は小さいものと予

測する。」を「工事の実施及び施設の存在

によるＢペアの生息への影響はほとん

どない可能性が高いものと予測するが、

予測結果には不確実性を伴う。」に修正

した。 

より適切な記

載とした。 

（ⅱ）採餌環境への影響 10.1.6－63 移動経路の消失及び分断はほとんどな

いと考えられる理由を追記した。 

より詳細な記

載とした。 

（ⅳ）飛翔への影響（風力発電

機への衝突） 

10.1.6－64 「幼鳥の行動範囲（推定）内に設置を予

定していた風力発電機の配置を変更し

たこと（第10.2.2-2図）から、クマタカ

の飛翔への影響（風力発電機への衝突）

は小さいものと予測する。」を「幼鳥の行

動範囲（推定）内に設置を予定していた

風力発電機の配置を変更したこと（第

10.2.2-2図）から、クマタカの飛翔への

影響（風力発電機への衝突）は小さい可

能性が高いものと予測するが、配置変更

した風力発電機は、幼鳥の行動範囲（推

定）のすぐ外側での設置を計画している

ことから、予測結果には不確実性を伴

う。」に修正した。 

より適切な記

載とした。 
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第13-1表(25) 準備書記載事項の修正の概要 

項目 
評価書 

記載頁 
修正内容 修正の理由 

（ⅴ）上位性注目種クマタカへ

の影響 

10.1.6－68 「生息については、各ペアの行動圏の内

部構造の機能は維持されると考えられ

ることから、影響は小さいものと予測す

る。」を「生息については、各ペアの行動

圏の内部構造の機能は維持される可能

性が高いと考えられることから、影響は

ほとんどない可能性が高いものと予測

するが、Ｂペアの予測結果には不確実性

を伴う」に修正した。 

「採餌環境については、いずれの採餌環

境適合度ランクにおいても、改変はわず

かであり、Ａペア、Ｂペア及び調査地域

の個体群の採餌環境への影響はほとん

どないものと予測する。」を「採餌環境に

ついては、クマタカが最も採餌しやすい

と考えられるランクＡ、ランクＢの改変

率は１％程度であり、採餌環境や移動経

路の消失及び分断はほとんどないと考

えられ、Ａペア、Ｂペア及び調査地域の

個体群の採餌環境への影響はほとんど

ないものと予測する。」に修正した。 

「クマタカの飛翔への影響（風力発電機

への衝突）は小さいものと予測する。」を

「クマタカの飛翔への影響（風力発電機

への衝突）は小さい可能性が高いものと

予測するが、配置変更した風力発電機

は、幼鳥の行動範囲（推定）のすぐ外側

での設置を計画していることから、予測

結果には不確実性を伴う。」に修正した。 

「これらを総合すると、本事業における

上位性注目種への影響は小さいものと

予測する。」を「これらを総合すると、本

事業における上位性注目種への影響は

小さい可能性が高いものと予測するが、

予測結果には不確実性を伴う。」に修正

した。 

より適切な記

載とした。 

より詳細な記

載とした。 
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第13-1表(26) 準備書記載事項の修正の概要 

項目 
評価書 

記載頁 
修正内容 修正の理由 

ⅵ．評価の結果 

（ⅰ）環境影響の回避・低減に

関する評価 

10.1.6－69～

70 

環境保全措置に「クマタカＢペアについて

は、工事着工前の繁殖期（11月～翌年６月）

に生息状況調査を実施し、工事着工前の行動

圏内部構造等を適切に把握する。」を追記し

た。 

環境保全措置の「樹木の伐採を必要最小限に

とどめる。」を「樹木（特に広葉樹林）の伐採

を必要最小限にとどめる。」に修正した。 

「改変区域」を「改変範囲」に修正した。 

「風力発電機の高さについて準備書段階で

最大180ｍであったものを、評価書段階で最

大159ｍに変更する。」及び「風力発電機のロ

ータ直径について準備書段階で全て130ｍで

あったものを、評価書段階で一部の風力発電

機を120ｍに変更する。」を追記した。 

「クマタカＢペアの幼鳥の行動範囲（推定）

に近接する風力発電機及びその周辺におい

て営巣期に実施する工事については、営巣場

所の推定域から遠い箇所から徐々に実施す

る。」を「営巣中心域（繁殖テリトリー）、特

にクマタカＢペアの幼鳥の行動範囲（推定）

に近接する風力発電機及びその周辺の工事

については、可能な限り営巣期を避けるよう

に配慮した工程を検討し、止むを得ず営巣期

に実施する工事については、営巣場所の推定

域から遠い箇所から徐々に実施する。」に修

正した。 

「なお、Ｂペアについては、幼鳥の行動範囲

（推定）は改変を行わないこととし、風力発

電機の配置計画及び道路計画を変更したも

のの、そのすぐ外側で風力発電機の設置を計

画している。風力発電機ヤードや搬入路及び

工事用・管理用道路の造成等の工事に当たっ

ては可能な限り低騒音型の建設機械を使用

する、営巣期に行われる工事については営巣

場所の推定域から遠い箇所から徐々に実施

する等の保全措置を講じるが、工事中の環境

保全措置の効果及び供用後の施設の存在に

よる影響については不確実性を伴うため、事

後調査を実施する。」を「なお、Ｂペアについ

ては、風力発電機の配置計画及び道路計画を

変更したため、幼鳥の行動範囲（推定）は改

変される可能性はほとんどないものの、その

すぐ外側で風力発電機の設置を計画してい

る。風力発電機ヤードや搬入路及び工事用・

管理用道路の造成等の工事に当たっては可

能な限り低騒音型の建設機械を使用する、営

巣期に行われる工事については営巣場所の

推定域から遠い箇所から徐々に実施する等

の保全措置を講じるが、工事中の環境保全措

置の効果、幼鳥の行動範囲の改変の可能性及

び供用後の施設の存在による影響について

は不確実性を伴うため、事後調査を実施す

る。」に修正した。 

事後調査の結果により環境影響の程度が著

しいことが明らかとなった場合の対応を追

記した。 

より適切な記

載とした。 

事業計画の見

直しによる。 

より詳細な記

載とした。 
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第13-1表(27) 準備書記載事項の修正の概要 

項目 
評価書 

記載頁 
修正内容 修正の理由 

ハ．典型性注目種（カラ類） 

（イ）調査結果の概要 

ｃ．現地調査 

（ｂ）調査地点 

ⅰ．生息状況調査 

第10.1.6-59表 

10.1.6－76 P７地点の地点の環境概要のスダジイ二

次林をシイ・カシ二次林に修正した。 

より適切な記

載とした。 

ⅱ．餌量調査 

第10.1.6-60表 

10.1.6－76 MC９地点の地点の環境概要のスダジイ

二次林をシイ・カシ二次林に修正した。 

より適切な記

載とした。 

（ｄ）調査方法 

ⅲ．飛翔高度調査 

10.1.6－75 飛翔高度の区分を修正した。 事業計画の見

直しによる。 

（ｅ）調査結果 

ⅰ．生息状況調査 

（ⅰ）確認個体数 

ⅰ）繁殖期 

10.1.6－80 「確認したカラ類はヤマガラ及びシジ

ュウカラであり、全地点において両種を

確認した。」を追記した。 

より詳細な記

載とした。 

第10.1.6-61表 10.1.6－80 種別の確認個体数を追記した。 より適切な記

載とした。 

ⅱ）非繁殖期 10.1.6－81 「確認したカラ類はヤマガラ及びシジ

ュウカラであり、ヤマガラは全地点、シ

ジュウカラはP１（広葉樹林）、P３（スギ・

ヒノキ植林）及びP５（広葉樹林）以外の

全地点において確認した。」を追記した。 

より詳細な記

載とした。 

第10.1.6-62表 10.1.6－81 種別の確認個体数を追記した。 より適切な記

載とした。 

（ロ）予測及び評価の結果 

ａ．工事の実施、土地又は工作物

の存在及び供用 

（ａ）造成等の施工による一時的

な影響、地形改変及び施設

の存在、施設の稼働 

ⅰ．環境保全措置 

10.1.6－91 

 

「樹木の伐採を必要最小限にとどめ

る。」を「樹木（特に広葉樹林）の伐採を

必要最小限にとどめる。」に修正した。 

「改変区域」を「改変範囲」に修正した。 

より適切な記

載とした。 

ⅴ．予測結果 10.1.6－92～

94 

事業計画の見直しに伴う再予測を行い、

予測結果を更新した。 

事業計画の見

直しによる。 

ⅵ．評価の結果 

（ⅰ）環境影響の回避・低減に

関する評価 

10.1.6－95 環境保全措置の「樹木の伐採を必要最小

限にとどめる。」を「樹木（特に広葉樹林）

の伐採を必要最小限にとどめる。」に修

正した。 

「改変区域」を「改変範囲」に修正した。 

より適切な記

載とした。 

10.1.7 景観 

（１）主要な眺望点及び景観資源並び

に主要な眺望景観 

① 調査結果の概要 

イ．眺望点の状況 

（イ）文献その他の資料調査 

ａ．調査地域 

10.1.7－1 「調査地域」を風力発電機から約9.5km

の範囲に修正した。 

 

事業計画の見

直しによる。 

 

ｃ．調査方法 10.1.7－1 「調査方法」の資料名を「いちき串木野

市総合観光サイト みなと色、ロマン

旅」（いちき串木野市、令和５年11月閲

覧）に修正した。 

より適切な記

載とした。 

第10.1.7-1図 10.1.7－2 他事業の風力発電機（環境影響評価手続

き中）の情報を更新した。 

垂直視角１度以上で視認できる可能性

のある範囲を約9.5kmの範囲に修正し

た。 

より適切な記

載とした。 

事業計画の見

直しによる。 

ｄ．調査結果 

第10.1.7-1表 

10.1.7－4 注釈に利用形態の説明を追記した。 より詳細な記

載とした。 
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第13-1表(28) 準備書記載事項の修正の概要 

項目 
評価書 

記載頁 
修正内容 修正の理由 

ロ．景観資源の状況 

（イ）文献その他の資料調査 

ａ．調査地域 

10.1.7－5 「調査地域」を風力発電機から約9.5km

の範囲に修正した。 

事業計画の見

直しによる。 

ハ．主要な眺望点及び眺望景観の状

況 

（イ）主要な眺望点の選定 

ｂ．選定結果 

10.1.7－11 主要な眺望点から「天神池公園」を削除

し、選定結果を11地点とした。 

事業計画の見

直しによる。 

第10.1.7-3表 10.1.7－12～

15 

各眺望点の風力発電機からの距離を修

正した。 

串木野サンセットパークについて、「風

力発電機方向に景観資源は眺望できな

い。」を追記した。 

天神池公園について、「風力発電機の可

視領域には含まれない。」に修正し、主要

な眺望点の選定結果を「×」に修正した。 

柳山について、「地域振興策の一環とし

て風力発電機との一体的な開発が計画

されてきた地域に位置する。」を追記し

た。 

滄浪地区（滄浪地区コミュニティセンタ

ー）について、「風力発電機の可視領域に

は含まれない。」に修正した。 

事業計画の見

直しによる。 

より適切な記

載とした。 

第10.1.7-4図 10.1.7－16 他事業の風力発電機（環境影響評価手続

き中）の情報を更新した。 

垂直視角１度以上で視認できる可能性

のある範囲を約9.5kmの範囲に修正し

た。 

主要な眺望点及び可視領域を修正した。 

より適切な記

載とした。 

事業計画の見

直しによる。 

（ロ）現地調査 

ａ．調査地域 

10.1.7－17 風力発電機から約9.5kmの範囲に修正し

た。 

事業計画の見

直しによる。 

ｂ．調査地点 10.1.7－17 主要な眺望点11地点に修正した。 事業計画の見

直しによる。 

ｃ．調査期間 10.1.7－17 四季の調査を実施しなかった理由を追

記した。 

より詳細な記

載とした。 

② 予測及び評価の結果 

イ．土地又は工作物の存在及び供用 

（イ）地形改変及び施設の存在 

ａ．環境保全措置 

10.1.7－18 「風力発電機の高さについて準備書段

階で最大180ｍであったものを、評価書

段階で最大159ｍに変更する」及び「造成

により生じた裸地部については、必要に

応じ緑化する。緑化の際には可能な限り

造成時の表土等を活用し、在来植生の早

期回復に努める。」を追記した。 

風力発電機の塗装を環境融和色のライ

トグレーに修正した。 

事業計画の見

直しによる。 

より適切な記

載とした。 

 

ｂ．予測地域 10.1.7－18 風力発電機から約9.5kmの範囲に修正し

た。 

事業計画の見

直しによる。 

ｃ．予測地点 10.1.7－18 主要な眺望点11地点に修正した。 事業計画の見

直しによる。 

ｅ．予測手法 10.1.7－18 フォトモンタージュに使用した写真に

ついて、背景の空に雲がかかっている主

要な眺望点については、写真の空の色を

青空に加工したフォトモンタージュ作

成を追記した。 

より適切な記

載とした。 
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第13-1表(29) 準備書記載事項の修正の概要 

項目 
評価書 

記載頁 
修正内容 修正の理由 

第10.1.7-5図 10.1.7－19～

21 

他事業の風力発電機（環境影響評価手続

き中）の情報を更新した。 

垂直視角１度以上で視認できる可能性

のある範囲を約9.5kmの範囲に修正し

た。 

主要な眺望点及び可視領域を修正した。 

より適切な記

載とした。 

事業計画の見

直しによる。 

ｆ．予測結果 10.1.7－22～

54 

事業計画の見直しに伴う再予測を行い、

予測結果を更新した。 

事業計画の見

直しによる。 

（ｂ）主要な眺望景観の状況 10.1.7－22 「長崎鼻公園」、「山之口・前向棚田」、「柳

山」、「月屋山」及び「峰山地区（峰山地

区コミュニティセンター）」については、

写真の空の色を青空に加工したフォト

モンタージュ作成を追記した。 

より適切な記

載とした。 

（ｂ）主要な眺望景観の状況 

第10.1.7-7表 

10.1.7－23 「なお、柳山周辺は地域振興策の一環と

して風力発電機との一体的な開発が計

画されてきた地域であり、地域振興策と

の調和を図りつつ、環境保全措置を実施

することにより、地形改変及び施設の存

在による主要な眺望景観への影響を低

減できるものと予測する。」を追記した。 

より適切な記

載とした。 

 

第10.1.7-15表(1)～(4) 10.1.7－25～

28 

他事業の風力発電機と主要な眺望点と

の距離及び垂直視角を追記した。 

より適切な記

載とした。 

第10.1.7-6図(3)、(6)、

(9)、(12)、(15)、

(18)、(21) 

10.1.7－32、

34、37、41、44、

47、50 

青空に加工した写真及びフォトモンタ

ージュを追記した。 

より適切な記

載とした。 

ｇ．環境融和色による影響低減

効果の検証 

10.1.7－62～

65 

環境融和色による影響低減効果の検証

結果を追記した。 

より適切な記

載とした。 

ｈ．評価の結果 

（ａ）環境影響の回避・低減に関

する評価 

10.1.7－66、

67 

「風力発電機の高さについて準備書段

階で最大180ｍであったものを、評価書

段階で最大159ｍに変更する」及び「造成

により生じた裸地部については、必要に

応じ緑化する。緑化の際には可能な限り

造成時の表土等を活用し、在来植生の早

期回復に努める。」を追記した。 

風力発電機の塗装を環境融和色のライ

トグレーに修正した。 

風力発電機の見え方の目安を踏まえ、評

価の記載を修正した。 

事業計画の見

直しによる。 

より適切な記

載とした。 

 

（ｂ）国又は地方公共団体による

基準又は目標との整合性

の検討 

10.1.7－68 国又は地方公共団体による基準又は目

標との整合性の検討を追記した。 

より適切な記

載とした。 

（ｃ）累積的影響 10.1.7－69 累積的影響の評価結果を追記した。 より適切な記

載とした。 

10.1.8 人と自然との触れ合いの活

動の場 

（１）主要な人と自然との触れ合いの

活動の場 

① 調査結果の概要 

イ．人と自然との触れ合いの活動の

場の状況 

（イ）文献その他の資料調査 

ｃ．調査結果 

10.1.8－1 人と自然との触れ合いの活動の場の調

査地点数を30地点に修正した。 

より適切な記

載とした。 
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第13-1表(30) 準備書記載事項の修正の概要 

項目 
評価書 

記載頁 
修正内容 修正の理由 

第10.1.8-1表 10.1.8－2、3 人と自然との触れ合いの活動の場の距

離を修正した。 

人と自然との触れ合いの活動の場にサ

イクリングロード（甑島ルート）を追記

した。 

事業計画の見

直しによる。 

より適切な記

載とした。 

第10.1.8-1図 10.1.8－4 人と自然との触れ合いの活動の場にサ

イクリングロード（甑島ルート）を追記

した。 

より適切な記

載とした。 

ロ．主要な人と自然との触れ合いの

活動の場の分布 

（イ）主要な人と自然との触れ合い

の活動の場の選定 

10.1.8－5 主要な人と自然との触れ合いの活動の

場にサイクリングロード（甑島ルート）

を選定しなかった理由を追記した。 

より適切な記

載とした。 

ハ．主要な人と自然との触れ合いの

活動の場の利用の状況及び利

用環境の状況 

（イ）文献その他の資料調査 

ｄ．調査方法 

10.1.8－6 文献情報を最新のものに更新した。 より適切な記

載とした。 

② 予測及び評価の結果 

イ．工事の実施 

（イ）工事用資材等の搬出入 

ｄ．予測対象時期 

10.1.8－12 予測対象時期を修正した。 事業計画の見

直しによる。 

第10.1.8-3図 10.1.8－12 工事関係車両の月別交通量及び最大月

を修正した。 

事業計画の見

直しによる。 

ｆ．予測結果 

（ａ）本事業  

10.1.8－14、

15 

事業計画の見直しに伴う再予測を行い、

予測結果を更新した。 

事業計画の見

直しによる。 

（ｂ）累積的な影響 10.1.8－16、

17 

累積的な影響を追記した。 より適切な記

載とした。 

ｇ．評価の結果 

（ａ）環境影響の回避・低減に関

する評価 

10.1.8－18 事業計画の見直しに伴う再予測を行い、

評価の結果を更新した。 

累積的な影響を追記した。 

事業計画の見

直しによる。 

より適切な記

載とした。 

10.1.9 廃棄物等 

（１）産業廃棄物及び残土 

① 予測及び評価の結果 

イ．工事の実施 

（イ）造成等の施工による一時的な

影響 

ｅ．予測結果 

第10.1.9-1表 

10.1.9－2 事業計画の見直しに伴う再予測を行い、

予測結果を更新した。 

事業計画の見

直しによる。 

第10.1.9-2表 10.1.9－2 事業計画の見直しに伴う再予測を行い、

予測結果を更新した。 

事業計画の見

直しによる。 

ｆ．評価の結果 

（ａ）環境影響の回避・低減に関

する評価 

10.1.9－3 事業計画の見直しに伴う再予測を行い、

評価の結果を更新した。 

事業計画の見

直しによる。 

10.2 環境の保全のための措置 

10.2.2 環境保全措置の検討の経過

及び結果 

（１）対象事業実施区域の設定 

10.2－2 保安林区域に風力発電機を設置する理

由を追記した。 

評価書段階における対象事業実施区域

の設定の経緯について追記した。 

より適切な記

載とした。 

事業計画の見

直しによる。 

第10.2.2-1図(2) 10.2－4 準備書段階との対象事業実施区域の比

較を追記した。 

事業計画の見

直しによる。 

（２）風力発電機の配置計画 10.2－5 評価書段階での風力発電機高さの見直

しについて追記した。 

クマタカの生息状況調査結果により配

置計画を変更した風力発電機について、

準備書届出前の環境保全措置検討時に

見直しを行った旨を追記した。 

事業計画の見

直しによる。 

より詳細な記

載とした。 
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第13-1表(31) 準備書記載事項の修正の概要 

項目 
評価書 

記載頁 
修正内容 修正の理由 

第10.2.2-2図 10.2－6、7 風力発電機の凡例に、配置計画を検討し

た時期を追記した。 

より詳細な記

載とした。 

（３）工事の実施における環境保全措

置の検討 

① 大気質 

ロ．粉じん等 

10.2－8 工事用資材等の搬出入について、「タイ

ヤ洗浄水の処理については、付近に沈砂

桝を設け、土壌浸透を行う。」を追記し

た。 

より適切な記

載とした。 

③ 水質（水の濁り） 10.2－10 「改変区域」を「改変範囲」に修正した。 

「工事関係車両の出場時にタイヤ洗浄

を行う。必要に応じて搬入路での散水を

実施する。」を削除した。 

より適切な記

載とした。 

誤記を修正し

た。 

④ 動物、植物、生態系 

イ．動物 

ロ．植物 

ハ．生態系 

10.2－10～12 「樹木の伐採を必要最小限にとどめ

る。」を「樹木（特に広葉樹林）の伐採を

必要最小限にとどめる。」に修正した。 

「改変区域」を「改変範囲」に修正した。 

より適切な記

載とした。 

ハ．生態系 10.2－11、12 「クマタカＢペアについては、工事着工

前の繁殖期（11月～翌年６月）に生息状

況調査を実施し、工事着工前の行動圏内

部構造等を適切に把握する。」を追記し

た。 

「クマタカＢペアの幼鳥の行動範囲（推

定）に近接する風力発電機及びその周辺

において営巣期に実施する工事につい

ては、営巣場所の推定域から遠い箇所か

ら徐々に実施する。」を「営巣中心域（繁

殖テリトリー）、特にクマタカＢペアの

幼鳥の行動範囲（推定）に近接する風力

発電機及びその周辺の工事については、

可能な限り営巣期を避けるように配慮

した工程を検討し、止むを得ず営巣期に

実施する工事については、営巣場所の推

定域から遠い箇所から徐々に実施す

る。」に修正した。 

より適切な記

載とした。 

② 風車の影 10.2－13 「風力発電機の高さについて準備書段

階で最大180ｍであったものを、評価書

段階で最大159ｍに変更する。」を追記し

た。 

より適切な記

載とした。 

事業計画の見

直しによる。 

（４）土地又は工作物の存在及び供用

における環境保全措置の検討 

③ 動物、植物、生態系 

イ．動物 

ロ．植物 

ハ．生態系 

10.2－13、14 「樹木の伐採を必要最小限にとどめ

る。」を「樹木（特に広葉樹林）の伐採を

必要最小限にとどめる。」に修正した。 

「改変区域」を「改変範囲」に修正した。 

より適切な記

載とした。 

イ．動物 

ハ．生態系 

10.2－13、14 「風力発電機の高さについて準備書段

階で最大180ｍであったものを、評価書

段階で最大159ｍに変更する。」及び「風

力発電機のロータ直径について準備書

段階で全て130ｍであったものを、評価

書段階で一部の風力発電機を120ｍに変

更する。」を追記した。 

より適切な記

載とした。 

事業計画の見

直しによる。 

ハ．生態系 10.2－14 「クマタカＢペアについては、工事着工

前の繁殖期（11月～翌年６月）に生息状

況調査を実施し、工事着工前の行動圏内

部構造等を適切に把握する。」を追記し

た。 

より適切な記

載とした。 
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第13-1表(32) 準備書記載事項の修正の概要 

項目 
評価書 

記載頁 
修正内容 修正の理由 

④ 景観 10.2－14 「風力発電機の高さについて準備書段

階で最大180ｍであったものを、評価書

段階で最大159ｍに変更する」及び「造成

により生じた裸地部については、必要に

応じ緑化する。緑化の際には可能な限り

造成時の表土等を活用し、在来植生の早

期回復に努める。」を追記した。 

風力発電機の塗装を環境融和色のライ

トグレーに修正した。 

事業計画の見

直しによる。 

より適切な記

載とした。 

（５）助言を受けた専門家の専門分野

及びその内容について 

第10.2.2-1～3表 

10.2-15～22 聞き取りを実施した専門家をそれぞれ

個人識別するためにアルファベットを

追記した。 

より詳細な記

載とした。 

第10.2.2-4～12表 10.2－23～28 評価書段階において助言を受けた専門

家の専門分野及びその内容を追記した。 

より適切な記

載とした。 

10.2.3 環境保全措置の検討結果の

整理 

（１）「工事の実施」に係る環境保全措

置 

第10.2.3-2表 

10.2－30 措置の効果について、「タイヤ洗浄水の

処理については、付近に沈砂桝を設け、

土壌浸透を行うこと。」を追記した。 

より適切な記

載とした。 

第10.2.3-7表 10.2－33 措置の効果について、「工事関係車両の

出場時にタイヤ洗浄を行うこと。必要に

応じて搬入路での散水を行うことで水

の濁りを低減できる。」を削除した。 

誤記を修正し

た。 

第10.2.3-8表(1) 10.2－34 「工事着工前の生息状況調査の実施」を

追記した。 

措置の効果のうち、「樹木の伐採を必要

最小限とする。」を「樹木（特に広葉樹林）

の伐採を必要最小限とする。」に修正し

た。 

「改変区域」を「改変範囲」に修正した。 

より適切な記

載とした。 

第10.2.3-8表(2) 10.2－35 措置の内容について、「可能な限り営巣

期を避けるように配慮した工程を検討

し、」を追記した。 

措置の効果について、「営巣中心域（繁殖

テリトリー）、特にクマタカＢペアの幼

鳥の行動範囲（推定）に近接する風力発

電機及びその周辺の工事については、可

能な限り営巣期を避けるように配慮し

た工程を検討し、」を追記した。 

より適切な記

載とした。 

第10.2.3-9表 10.2－36 措置の効果のうち、「樹木の伐採を必要

最小限とする。」を「樹木（特に広葉樹林）

の伐採を必要最小限とする。」に修正し

た。 

「改変区域」を「改変範囲」に修正した。 

より適切な記

載とした。 

（２）「土地又は工作物の存在及び供

用」に係る環境保全措置 

第10.2.3-13表 

10.2－39 「風力発電機の高さ配慮」及び「風力発

電機のロータ直径配慮」を追記した。 

より適切な記

載とした。 

第10.2.3-14表 10.2－40 「工事着工前の生息状況調査の実施」及

び「風力発電機の高さ配慮」を追記した。 

措置の効果のうち、「樹木の伐採を必要

最小限とする。」を「樹木（特に広葉樹林）

の伐採を必要最小限とする。」に修正し

た。 

より適切な記

載とした。 

第10.2.3-15表 10.2－40 措置の効果のうち、「樹木の伐採を必要

最小限とする。」を「樹木（特に広葉樹林）

の伐採を必要最小限とする。」に修正し

た。 

より適切な記

載とした。 
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第13-1表(33) 準備書記載事項の修正の概要 

項目 
評価書 

記載頁 
修正内容 修正の理由 

第10.2.3-16表 10.2－41 「裸地部の緑化」及び「風力発電機の高

さの配慮」を追記した。 

風力発電機の塗装を環境融和色のライ

トグレーに修正した。 

より適切な記

載とした。 

10.2.4 環境保全措置に係る環境監

視計画 

10.2－42 工事中の水環境の環境監視計画を追記

した。 

より適切な記

載とした。 

10.3 事後調査 

10.3.1 事後調査 

10.3－1 事後調査の結果を取りまとめた報告書

について、「関係機関に送付する」旨を追

記した。 

より適切な記

載とした。 

第10.3.1-1表(1) 10.3－2 騒音の調査地点を４地点から６地点に

修正した。 

騒音の調査期間を「原則として虫やカエ

ル等の一過性の音の発生が少ない時期」

に修正した。 

風車の影の環境影響の程度が著しいこ

とが明らかとなった場合の対応の方針

について、環境影響の程度が著しい場合

の具体的な内容、追加の環境保全措置の

具体的な内容を追記した。 

より適切な記

載とした。 

第10.3.1-1表(2) 10.3－3 コウモリ類・鳥類の死骸調査の調査方法

について、調査範囲を修正し、調査手法

に「死骸、傷病鳥発見時の記録方法、緊

急連絡先一覧等を記載した調査マニュ

アルの作成、」及び「死体除去実験（捕食

者による持ち去り調査）等も併せて実施

する。」を追記した。また、墜落個体発見

時の対応を追記した。 

事業計画の見

直しによる。 

より適切な記

載とした。 

第10.3.1-1表(3) 10.3－4 クマタカの生息状況調査について、事後

調査を行うこととした理由の「幼鳥の行

動範囲（推定）は改変を行わないことと

し、風力発電機の配置計画及び道路計画

を変更したものの」を「風力発電機の配

置計画及び道路計画を変更したため、幼

鳥の行動範囲（推定）は改変される可能

性はほとんどないものの」に修正し、修

正した環境保全措置内容を記載した。ま

た、不確実性を伴う理由に「幼鳥の行動

範囲の改変の可能性」を追記した。 

クマタカの生息状況調査について、調査

方法の調査頻度を修正した。 

より適切な記

載とした。 

第10.3.1-1表(4) 10.3－5 事後調査を行うこととした理由及び調

査方法について、生育地が林内環境から

林縁環境に変化することによる生育へ

の影響が予測された種に対する調査内

容を追記した。 

より適切な記

載とした。 

10.3.2 検討結果の整理 

（１）工事の実施 

④ 植物 

10.3－7 事後調査を実施することとした理由に

ついて、「生育地が林内環境から林縁環

境に変化することによる生育への影響

が予測された種について生育状況の確

認が必要なことから」を追記した。 

より適切な記

載とした。 

（２）土地又は工作物の存在及び供用 

① 大気環境 

10.3－8 事後調査時期を、「稼働後の一過性の音

の発生が少ない時期」に修正した。 

事後調査を実施することとした理由の

調査地点を「現地調査を実施した６地点

（環境１～６）」に修正した。 

より適切な記

載とした。 
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第13-1表(34) 準備書記載事項の修正の概要 

項目 
評価書 

記載頁 
修正内容 修正の理由 

④ 植物 10.3－9 事後調査を実施することとした理由に

ついて、「生育地が林内環境から林縁環

境に変化することによる生育への影響

が予測された種について生育状況の確

認が必要なことから」を追記した。 

より適切な記

載とした。 

10.4 環境影響の総合的な評価 10.4－2～70 「10.1 調査結果の概要並びに予測及

び評価の結果」における追加又は修正内

容を反映した。 

記載内容の見

直しによる。 
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